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元気あふれる

空手のけいこ

しとうかい

早くも11年になる糸東会肱川道場

けいこ着をつけた少年たちの元気あふれる気合いが道場いっぱいに広がります。

心身共に健全な子供たちが育ち空手を通じて精神・修練に邁進しつつ将来に向って進んでいます。

指導者は、 全日本空手道連盟糸東会の清水良治さんです。

令月号の主な内容 I I 町民のうごき
＝町 報＝ ＝農林だより＝

慢特集 生きがいを求めて・ .. 2 ~JA肱川きゅうり部会総会· 12 人口 3,396人 (+2)
慢落成省エネルギーモデル温室• 4 唖農業者年金・・ ．． ・12 

慢年金だより 5 慢薬用樹木のお話し ・13 男 1,639人 (-1)

優肱川町消防出初式 6 漫今月の農作業・ ・14 
女 1, 7 5 7人 (+3)衝元気印教室の参加募集について ， 

〶しゃくなげまつりのご案内 ・10 ＝公民館報＝
世帯数 1, 0 1 8幕(+2) 

慢社協だより 11 衝伝統文化の継承大屋敷の金剛草履 18 
湧林構だより..... ... 16 〶文化協会新春囲碁・かるた大会 ・19 I I （平成7年2月28日現在）
慢お知らせ ．．．．．．． ・22 ~ASUKA青年団だより 21 



9。R。箇｝ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 郷］吼忌 (2) 

＼
を
ク

求
会員510人

肱
川
町
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
（
会

長
西
本
源
格
、
会
員
五
一

0
人
）
で

は
、
単
位
老
人
ク
ラ
フ
の
協
力
を
得

て
老
人
に
で
き
る
活
動
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
来
る
べ
き
超
高
齢
化
社
会

を
目
前
に
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
そ

の
対
応
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
認
識

す
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
経
験
、

知
識
、
技
能
を
生
か
し
て
健
康
生
き

が
い
づ
く
り
な
ど
社
会
参
加
活
動
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
プ

会
員
は
地
域
福
祉
の
向
上
発
展
を
目

指
し
、
高
齢
者
自
身
が
自
覚
を
も
ち
、

社
会
を
支
え
る
意
識
と
行
動
を
保
持

し
て
新
し
い
老
人
層
を
つ
く
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
連
合
会
、
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
社
会
奉
仕
、

研
修
会
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
地
域
社

会
と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
強
く

意
識
し
な
が
ら
「
年
齢
パ
ワ
ー
を
結

集
し
て
活
力
あ
る
長
寿
社
会
」
を
目

指
し
ま
す
。
平
成
六
年
度
に
開
催
し

た
事
業
の
主
な
も
の
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

創
作
館
が
旧
役
場
跡
に
完
成
し
て

か
ら
十
七
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
創
作
館
は
老
人
の
い

こ
い
の
場
所
、
創
作
活
動
の
場
所
と

●
憩
い
の
場
所
創
作
館

公園清掃作業（小藪老人クラブ）

(1) 創作館日直出務状況（平成6年度）

口

九
月
二
十
日
は
、
社
会
奉
仕
の
日

と
し
て
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
プ
で
は
、

神
社
、
仏
閣
、
公
園
な
ど
公
共
施
設

の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
老
人
も

「
地
域
の
役
に
立
て
た
ら
、
地
域
が

良
く
な
る
」
と
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
「
若
い
者
に
は
負
け
ま
せ
ん
」

と
今
年
度
も
、
鎌
な
ど
を
持
っ
て
山

に
入
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
今
の
若

者
も
こ
の
姿
を
忘
れ
ず
、
将
来
の
町

づ
く
り
に
寄
与
し
て
く
だ
さ
い
。

疇
地
域
の
お
役
に
立
て
た
ら

（
社
会
奉
仕
の
日
）

老人クラプ名

予子林白寿会

小藪老人クラプ

岩谷老人クラプ

日 直者

114人

45人

80人

創作館利用状況

休憩談話 1工芸部 1手芸部

(2) 

928人 84人 120人

教養部

40人

加工哨:

63人

役員会

150人

その他
集会

230人

し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
週
五

日
間
の
日
直
は
、
老
人
ク
ラ
プ
会
員

の
当
番
で
行
わ
れ
、
毎
日
訪
れ
る
人

を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

各
種
の
会
合
等
に
、
年
間
約
一
、
六

0
0人
の
方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

創
作
活
動
と
し
て
、
教
養
部
、
エ

芸
部
、
手
芸
部
が
あ
り
、
そ
の
作
品

は
趣
味
の
作
品
展
な
ど
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
の
中
心
地
と
立
地
条

件
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
老
人
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
重
要
な
館
で
す
。
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

平
成
六
年
度
八
局
管
内
―
―
市
三
郡

の
老
人
ク
ラ
プ
文
化
祭
で
も
あ
る
、

こ
と
ぶ
き
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
及

び
趣
味
の
作
品
展
が
、
十
一
月
十
四

日
か
ら
十
六
日
ま
で
風
の
博
物
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
風
の
博
物
館
に

は
、
三
二

0
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

甲
乙
つ
け
が
た
い
作
品
に
審
査
員
も

頭
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
又
、
十
一

月
十
五
日
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

三
0
0人
を
超
す
お
客
さ
ん
を
迎
え
、

盛
大
に
式
典
を
挙
行
し
、
西
本
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
方
々
よ

り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

は
、
出
石
寺
仕
職
神
山
諦
仁
僧
正
よ

り
「
老
後
の
生
き
が
い
」
に
つ
い
て
の

話
が
あ
り
、
我
々
の
今
後
の
生
き
方

に
つ
い
て
の
指
針
を
示
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
演
芸
大
会
に
移
っ
て
、

各
管
内
よ
り
六
種
目
の
芸
が
あ
り
時

間
を
忘
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
に
合
わ
せ
て
、
手
芸

部
は
枝
垂
桜
と
菖
蒲
の
作
品
を
創
作

し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
に
は
来
客
に

感
動
を
与
え
、
今
な
お
、
風
の
博
物

館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
年
に
一
度
、
当
番
と
な
る
こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
老
人
ク
ラ

プ
の
方
々
に
と
っ
て
、
生
涯
忘
れ
る

事
の
出
来
な
い
行
事
で
あ
っ
た
事
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

老
後
に
お
い
て
、
趣
味
を
持
つ
と

い
う
こ
と
は
、
生
涯
学
習
が
さ
け
ば

れ
て
い
る
中
、
大
切
な
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
仲
間
同
志
で
作
品
を
、
又

教
養
を
深
め
る

こ
と
に

よ
っ
て
、
頭
の
体
操
と

な
り
、
ボ
ケ
封
じ
の
妙

鱈
薬
と
な
っ
て
い
る
の
で

手
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
、
部
活
動
に
は
、

成作桜
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、

垂
新
た
な
作
品
を
目
指
し

て
創
作
活
動
に
励
ん
で

枝

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
と
ぶ
き
[
[
臼
[
-
〗
い
い
催

m
西本会長あいさつ



(3) ⑬
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楽
し
か
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た
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同

研

修
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行
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思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 顕瞬

鬱
明
老
大
学
—
勉
強
中

毎
年
八
月
か
ら
三
月
ま
で
、
老
人

を
対
象
と
し
た
明
老
大
学
が
開
講
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も

一
―
十
人
の

生
徒
が
、
勉
強
・
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ

に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
明
老

大
学
の
前
身
は
老
人
大
学
で
あ
り
、

本
年
度
で
十
年
目
と
な
り
ま
す
。

現
代
社
会
の
流
れ
は
早
く
、
個
人

生
活
や
社
会
生
活
の
上
で
も
多
く
の

問
題
が
山
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
が
こ
の
時
代
の
変
化
に
即
応
す
る

た
め
に
は
、
新
た
な
問
題
を
掘
り
お

こ
し
、
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
明
老
大
学
に
お
い
て
、
必

要
な
教
養
と
生
活
態
度
を
身
に
つ
け

る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
自
主

活
動
を
目
指
し
、
相
互
の
連
携
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

六
月
三
十
日
か
ら
七
月
一
日
の
一

泊
―
―
日
の
日
程
で
、
老
人
ク
ラ
プ
合

特集

生

肱川町老

きが し］
6単位クラブ

合同研修旅行 1号車

同
の
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
会

員
相
互
の
親
睦
と
手
芸
部
員
の
作
品

創
作
研
修
を
目
的
と
し
て
、
大
分
県

へ
行
き
ま
し
た
。
阿
蘇
地
方
独
特
の

風
景
に
気
分
も
壮
快
に
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
筋
湯
温
泉
に
宿
泊
し
、

旅
の
疲
れ
を
い
や
し
、
夕
食
時
に
は

隠
し
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
に
ハ
ッ
ス
ル
さ

れ
、
昔
話
な
ど
に
華
が
咲
い
た
よ
う

で
す
。二
日
目
は
、
高
塚
地
蔵
尊
を
参
拝

し
、
湯
布
院
民
芸
村
で
の
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
別
府
で
の
昼
食
の
後
、

子
供
に
孫
に
土
産
を
買
わ
れ
、
両
手

に
袋
を
持
つ
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

こ。f
 今
回
の
合
同
旅
行
は
、
初
の
企
画

で
あ
り
一
抹
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
無
事

帰
省
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
秋
に

は
、
「
ど
こ
に
行
く
の
。
」
「
年
二
回

ぐ
ら
い
行
こ
う
や
。
」
な
ど
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。
人
生
は
長
い
よ
う
で

短
い
も
の
で
す
。
行
け
る
時
に
行
こ

う
と
参
加
者
か
ら
の
声
も
あ
り
、
毎

年
企
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
七
年
度
は
、
山
口
県
萩
市
・
秋

吉
台
へ
行
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す。

合同研修旅行 2号車

鬱
子
供
と
の
交
流
に
最
適

グ
ラ
ン
ド
コ
ル
フ

老
人
ク
ラ
プ
の
ス
ボ
ー
ツ
と
言
え

ば
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

す
が
、
最
近
で
は
、
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ

が
主
流
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に

肱
川
町
老
連
は
、
こ
の
競
技
の
参
加

者
が
多
く
、
郡
内
で
も
一
番
愛
好
者

が
多
い
よ
う
で
す
。
誰
で
も
簡
単
に

出
来
る
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
は
、
子
供

と
老
人
の
ふ
れ
あ
い
に
、
い
っ
し
ょ

に
遊
べ
る
ス
ボ
ー
ツ
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
具
は
、
一
部

共
同
募
金
配
分
金
と
し
て
、
県
共
同

募
金
会
よ
り
助
成
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ホ
ー
ル
イ
ソ

ワ
ソ
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

老
人
は
、
「
旅
行
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
」

な
ど
し
て
遊
ぶ
ば
か
り
し
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
、
郡
、
町
内

に
お
い
て
研
修
会
を
開
催
し
勉
強
会

を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
「
老

後
の
あ
り
方
」
、
「
今
、
老
人
が
社
会

に
奉
仕
出
来
る
事
は
」
な
ど
を
話
し

合
い
実
行
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
研
修
会
な
ど
は
そ
の

一
例
で
し
ょ
う
。
今
日
ま
で
の
人
生

経
験
を
生
か
し
て
、
子
供
に
孫
に
語

り
伝
え
る
こ
と
は
大
切
な
事
と
考
え

ま
す
。
我
々
老
人
ク
ラ
プ
が
町
内
の

お
荷
物
と
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
今

後
、
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
よ
う
に

努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
指
導

鬱
研
修
会
に
参
加

曇
第

18
回
老
人
ク
ラ
ブ

運
動
会

秋
に
は
毎
年
老
人
運
動
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
二
五

0
人
の
参
加
の

も
と
多
種
多
彩
の
競
技
を
行
い
ま
す

が
、
し
か
し
、
年
齢
差
を
感
じ
さ
せ

な
い
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
午
後

か
ら
の
演
芸
会
、
懇
親
会
も
老
人
に

と
っ
て
は
楽
し
み
の

―
つ
で
す
。
今

年
は
、
小
藪
老
人
ク
ラ
ブ
中
居
会
長

の
戦
友
の
友
情
出
演
で
伊
予
万
歳
を

行
い
ま
し
た
。
日
頃
見
る
機
会
の
少

な
い
者
に
と
っ
て
は
楽
し
い
、
な
ご

や
か
な
一
日
で
し
た
。

，
．
会
員
に
入
り
ま
せ
ん
か

．． 
―
 

~
肱

川
町
老
人
ク
ラ
プ
で
は
、
会
・

~
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
~

~
特
集
で
は
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
他
~

~
に
も
多
く
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
~

~
す
。
子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
、
友
愛
~

ご
砂
問
な
ど
と
今
後
高
齢
化
社
会
に
~

~
向
け
て
、
助
け
あ
い
、
生
き
が
い
~

i

を
求
め
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

i

•••••••••••••••••••• 
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

伊予万歳



i} a@。歯｝ 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 邸瞬 (4) 

鬱鬱疇鬱鬱鬱 風おこ し運動起業化への歩み 鬱曇鬱曇疇〇

省エネルギーモデル温室全景

落
成

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
温
室

平
成
六
年
の
暮
れ
も
押

し
迫

っ
た
十

二
月
二
十
七

日
、
肱
川
町
役
場
応
接
室

に

お

い

て

、

肱

川

町

と

（有）

C
B
C
予
子
林
と
の

間
で
、
予
子
林
地
区
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
温
室
専

属
利
用
契
約
書
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ

デ
ル
温
室
は
、
肱
川
町
が

平
成
四
年
度
に
国
の
農
業

農
村
活
性
化
農
業
構
造
改

善
事
業
の
指
定
を
受
け
、

平
成
六
年
の

二
月
か
ら
平
成
六
年
十

月
に
か
け
整
備
し
た
施
設
で
す
。
こ

の
施
設
は
、
栽
培
棟
ガ
ラ
ス
温
室
一

-‘―

-
0面
一
棟
と
、
温
度
管
理

な
ど
の
環
境
制
御
を
行
う
管
理
棟
二

七

一
2m
か
ら
な
っ
て
お
り
、
総
事
業

費
四
億
九
千
二
百
万
円
で
、
そ
の
う

ち

一
億
六
千
六
百
五
十
万
円
が
国
庫

補
助
金
で
す
。

こ
の
温
室
は
、
オ
ラ
ソ
ダ
製
で
水

耕
栽
培
、
ソ
ス
テ
ム
を
溝
入
し
、
土
を

使
わ
ず
に
一
年
中
ト
マ
ト
を
栽
培
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
温
室
内
の
栽

培
環
境
は
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ

て
常
時
制
御
さ
れ
て
お

り
、
養
液
の
投
与
は
も

ち
ろ
ん
温
度
、
湿
度
更

に
植
物
の
生
育
に
大
き

く
影
響
す
る
二
酸
化
炭

素
の
濃
度
ま
で
調
節
管

理
す
る
こ
と
が
で
き
、

農
業
と
言
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
植
物
工
場
と
い

う
感
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
施
設
を
経
営
し
て
い

る
（
有
）

C
B
C
予
子
林

は
、
現
在
十

三
名
（
男

三
名
、
女
十
名
）
の
体

制
で
す
が
、
季
節
、
天

候
に
左
右
さ
れ
な
い
計

画
生
産
で
、
労
働
条
件

も
比
較
的
良
好
で
あ
る

こ
と
か
ら
地
域
の
職
場

と
し
て
、
ま
た
新
し
い
産
業
構
築
の

方
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
温

室
の
経
営
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

生
産
品
の
品
質
管
理
や
市
場
マ
ー
ケ

テ
ィ
ソ
グ
、
流
通
機
構
の
改
革
や
生

産
減
価
の
削
減
な
ど
、
今
後
改
善
し

た
り
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
数
多
く
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

（有）

C
B
C
予
子
林
は
、
独
自
の
企

業
マ
イ
ソ
ド
を
発
揮
し
て
経
営
に
あ

た
り
、
肱
川
町
も
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
様
々
な
情
報
を
提
供
し
た
り
、
施

策
を
試
み
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
が
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
、
現
在
、

ソ
ー
ラ
ー
暖
房
、
ソ
ス
テ
ム
と
薪
炭
用

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
に
よ
る
温
室
内
の

暖
房
費
の
節
減
計
画
を
進
め
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
に
風
お
こ
し
運
動
は
、

産
業
の
分
野
で
も
着
々
と
成
果
を
上

げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
「
風
お
こ
し
運

動
」
に
端
を
発
し
て
「
風
の
博
物
館
」

が
整
備
さ
れ
、
そ
こ
に
集
積
さ
れ
た
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人
材
や
技
術
、
情
報
か
ら
「
自
然
エ

ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
」
と
い

う
考
え
方

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
モ
デ
ル
温
室
は
、
そ
の
よ
う

な
プ

ロ
セ

ス
を
踏
ま
え
て
完
成
し
た

も
の
で
、
「
風
お
こ
し
運
動
」
の
成
果

品
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
風
お
こ
し
運
動
」
は
、
今
後
も
既

成
の
概
念
や
枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
由
な
発
想
で
活
動
を
展
開

し
て
い
く
考
え
で
す
。
肱
川
町
は
、

考
え
方
や
視
点
を
変
え
る
こ
と
で
様
々

な
方
向
に
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め

て
お
り
、
次
世
代
に
夢
と
希
望
を
残

す
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
勇
気
を
持
っ

て
模
索
と
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

風
の
博
物
館
よ
り
お
知
ら
せ

今
回
は
鹿
野
川
し

ゃ
く
な
げ
ま
つ

り
行
事
と
し
て
、
風
の
博
物
館
の
シ

ネ
マ
館
（
ホ
ー
ル

）
に
お
い
て
第
二
回

風
の
映
画
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

内
容
は
、
ク
ジ
ラ
と
お
話
が
で
き

る
不
思
議
な
少
女
の
友
情
と
冒
険
の

フ
ァ
ソ
タ
ジ
ー
作
品
と
皆
さ
ん
ご
存

じ
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ソ
を
上
映
い
た
し

ま
す
。
ご
家
族
揃
っ
て
の
来
館
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＊
と
き
四
月
十
六
日
（
日
）

＊
と
こ
ろ
風
の
博
物
館
シ
ネ
マ
館

＊

入

館

料

小

学

生

以

下

三

百

円

中

学

生

以

上

六

百

円

（
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
の
と
お
り
）

『第一一回風の映画祭』

ご案内

入場料 共通入場料
区分
一般 小～高校生 一般 1Jv---,高校生

個 人 300円 150円 400円 200円

団 体 250円 100円 300円 150円

特別展示 その都度定める

1

2

3

 

考備

『
姉
妹
館
と
の
共
通
入
場
券
』
発
売

『
入
場
料
金
の
改
正
』
に
つ

い
て

ま次売ので
すのさ共おこ
のよれ通りの
でうま入また
おにす場すび
知改°券‘‘
ら正併が五姉
せさせ四十妹
いせて月崎提
たて入一凧携
しい場日博館

義務教育就学前の児童は、無料とする。 また米斗よ物を
団体とは、 15人以上をいう。
共通入場料とは、五十崎「凧博物館」との共通入場料。 ° 

すだ金り館結
きを発とん

プログラム

13:00------14:30 
おたまじゃくしと
クジラ (90分）

15: 00------15: 30 
ウルトラマン
グラフティー
(30分）
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定額保険料140,400円を1年間預けた場合

普適預金

適常貯金

定期預金
(l年もの）

前

2.414円

金利0.176%
（税引後）

金利1.08%
（税引後）

金利1.72%
（税引後）

納 I . .，＇ ’‘ぶ礼＇｛＼’←貧睾”〗•>.、前納の割ぎ1額 ＇；
討茂噂雰3滋迫0円
I.ODO円 2.000円 3.000円

※金利は平成7年ビ月6日現在金利をもとに計算した結
果ですので実際とは異なることがあります。

い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー

マ

ソ
の
奥
さ
ん
は
、
国
民
年

金
第
三
号
被
保
険
者
と
し

て
、
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
な
く
年
金
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
種
別
変
更

届
・
種
別
確
認
届
を
提
出
す
る
手
続

ぎ
が
必
要
で
す
。

今
ま
で
は

二
年
を
越
え
た
分
に

つ

い
て
加
入
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
が
、
今
回
の
年
金
改
正

に
よ
り
平
成
七
年
四
月
か
ら
平
成
九

. .  

納付区 分 定額保険料 定額保険料十付ho保険料

毎月納めた場合 140,400円 145,200円

前納した場合 137,010円 141,690円

割引きされる額 3,390円 3.510円

0

保
険
料
の
前
納
制
度

第
三
号
保
険
者
の
特
例
届
出

年三月までの間に手続きすれば、

昭和六十一年四月一日以降、該

当された時期にさかのぼって第

三号被保険者として認められる

ことになりました。

すでに老齢基礎年金を受けて

いる方についても、届出をする

ことで年金が増額されます。

今までに届出をされていない

方は、四月以降に役場で手続ぎ

をしてください。

外来一部負担金 入院一部負担金

改定後 1日 700円

［平成7年4月から］ 1ヶ月 1.010円 ［ただし、低所得者につ］
平成8年3月まで いては、 1日 300円

改定前 1巳 700円

［平成5年4月かでら］ 1ヶ月 1.000円 ［たいだてしは、、低所得者につ］ 
平成7年3月ま 1日 300円

老
人
医
療
受
給
者
の

み
な
さ
ん
へ

四
月
か
ら
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す

変わります—- 4月からの保険料

11,100円全11，ア00円
＊今回の保険料改定は、将来にわたって安定

した制度の維持を図るための

年金制度改正 によるものです。なお、付

加保険料は従来どおり月額400円です。

固定資産課税台帳

縦覧の延期について
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・
変
更
等
の

手
続
き
は
お
早
め
に
！

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月

一
日
〈
所
有
者
が
死
亡
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
卜
や
、
車
体
を
紛
失
し
た
場
合
〉

新
た
に
所
有
者
に
な
っ
た
人
、
所
事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う

有
者
で
な
く
な

っ
た
人
な
ど
は
、
早
に
し
て
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
役
場

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
に
来
て
く
だ
さ
い
。
所
有
者
が
死
亡

原
動
機
付
自
転
車
（
総
排
気
量
が
し
た
時
は
、
身
内
の
人
に
名
義
変
更

百
二
十
五

Cc
以
下
）
と
小
型
特
殊
自
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

動
車
に
つ
い
て
は
役
場
税
務
係
へ
、
〈
転
入
・
転
出
さ
れ
た
場
合
〉

そ
れ
以
外
の
車
種
に
つ
い
て
は
、
軽
転
出
す
る
時
は
、
ナ
ソ
バ
ー
プ
レ
ー

自
動
車
協
会
又
は
陸
運
事
務
所
で
手
卜
を
役
場
へ
返
却
し
、
新
住
所
地
で

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

転
入
の
場
合
は
、
肱
川
町
の
ナ
ソ

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
受
け
取
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
〉

ま
ず
、
警
察
署
へ
盗
難
届
を
出
し

そ
の
後
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
に
対
す
る
減
免
制
度
も
あ

り
ま
す
。

．
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
原
付
を
他
人
に

譲
っ
た
場
合
〉

役
場
で
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、
あ

な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

〈
原
付
の
車
体
を

変
更
し
た
場
合
〉

役
場
で
車
体
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、
自

賠
責
保
険
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
が
所
有
し
て
お
ら
れ
る
固
定
資
産
に
つ
い

て
、
そ
の
中
味
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
課
税

台
帳
の
縦
覧
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
期
間
は
毎
年
評
価
替
の
年
を
除
い
て
、

三
月

一

日
か
ら

二
十
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は

地
方
税
法
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
四

月
に
延
期
い
た
し
ま
す
。

期
間
に
つ
い
て
は
、
決
定
さ
れ
し
だ
い
告
示
や
放
送

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
詳
し
い
事
に
つ
い
て
は

役
場
の
税
務
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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恒
例
の
肱
川
町
消
防
出
初
式
が
、

二
月
十

一
日
、
午
前
九
時
か
ら
肱
川

中
学
校
で
団
長
以
下

一
九
七
名
が
出

動
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
小
隊
訓
練
、
は
し

ご
操
法
や
ポ
ソ
プ
操
法
等
が

披
露
さ
れ
、
キ
ビ
キ
ビ
と
し

た
訓
練
に
来
賓
か
ら
拍
手
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て

四
十
三
名
の
団
員
に
日
本
消

防
協
会
長

・
県
知
事

・
県
消

防
協
会
長
等
か
ら
消
防
活
動

の
功
績
と
永
年
勤
続
に
対
し

て
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。町
長
式
辞
の
後
、
愛
媛
県

知
事
を
は
じ
め
、
大
洲
喜
多

消
防
団
連
合
会
長
、
大
洲
警

察
署
長
、
町
議
会
議
長
な
ど

来
賓
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

キビキビと

演技に

した

拍手

肱川町消防出ヤJJ式

っ・ ＿ご;喜..3鮒．u

螂
はしご操法を披露する団員のみなさん

式
典
終
了
後
、
役
場
裏
の
河
原
で

一
斉
放
水
を
行
い
出
初
式
を
し
め
く

く
り
ま
し
た
。

団
員
の
み
な
さ
ん
ほ
ん
と
う
に
ご

く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ

ん
は
次
の
方
々
で
す
。

被
表
彰
者
名
簿

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
(
1
名）

精
績
章

第

1
分

団

分

団

長

白

尾

公

男

●
愛
媛
県
知
事
表
彰
(
2
名）

功
労
章

第

5
分

団

分

団

長

清

水

公

健

第
4
分

団

分

団

長

安

川

哲

生

●
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
肱
川
町
消
防
団

・
11
名）

竿
頭
綬
肱
川
町
消
防
団

第第第第第第第 ● 第第第第第第第第第第第第勤 ● 第第第第第第第第第 第勤第功
3 2 2 1 1 1 1肱 5 5 4 4 4 3 2 2 1 1 1 1続大 554433112 2続 3績
分分分分分分分川分分分分分分分分分分分分章表洲分分分分分分分分分 分章分章
団団団団団団団町団団団団団団団団団団団団 彰喜団団団団団団団団団 団 団
団団団団団団団長団団団団団団団団団団団団 ＾多班班団班団班団班部 副 分

12 
員員員員員員員表員員員員員員員員員員員員 消長長員長員長員長長 分 団

髪 杢防 団長
博西藤冨山金山 市大中西栗沖和和今曽杞亀 団東山瀧栗上久徳橋松竹長 岩

17 
田山原氷内森根径川野田田木野氣氣岡根本田 連 下野木田保本本田森 田

合
哲常典光優俊清立勝 昌祐閻義芳博 会利新隆武 光正龍高
雄数貴継郎 ニ一 生志幸等次也敏仁博靖典隆 長幸 一 志実治巌春明明幸

一 L7・ニ丑認寄？

忠
義

第

3
分
団
団
員

第

3
分
団
団
員

第

3
分
団
団
員

第
4
分
団
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第
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第
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分
団
団
員

第

5
分
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団
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久

保

寿

男

冨

永

秀

喜

兵

頭

実

坂

幹

幸

上

甲

幸

一

大

野

嘉

博

村

上

正

春

井

脇

忠

志

山

下

隆

治

兵

頭

学 .. -.直
・で、
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役場裏の河原で一斉放水

と三、0-.....̀

子
供
た
ち
の
成
長
を
願
う
「
流
し

び
な
」
の
行
事
が
三
月
四
日
、
鹿
野

川
大
橋
下
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
小
雨
で
し
た
が
、
中
野
幼
稚

園
児
二
十
六
人
は
、
自
分
た
ち
の
作
っ

た
舟
に
お
ひ
な
さ
ま
や
花
を
乗
せ
て

流
し
ま
し
た
。

こ
の
伝
統
行
事
は
、
今
年
で
十
四

回
目
と
な
り
、
中
央

・
小
藪
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
が
、
当
日
は
園
児
た
ち

に
食
事
を
つ
く
り
ま
し
た
。
子
供
と

お
と
し
よ
り
の
ふ
れ
あ
い
行
事
が
出

来
た
こ
と
は
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

子
供
の
願
い
を
こ
め
て

流
し
び
な



(7)'t}。R。歯＠ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲窄）1 諏鯛

第
五
十
四
回
全
国
教
育
美
術
展
の

中
央
審
査
が
東
京
で
行
わ
れ
、
喜
多

郡
内
の
小
学
校
で

三
点
の
作
品
が
特

選
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
の

二
点
が
中
野
小
学
校
二

年
生
の
二
人
で
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、

大
正
十
一
年
、
全
国
図
画
展
と
し
て 中居くんが書いた「うさぎ」の絵

む
森くんが書いた「くじゃく」の絵

一
-.5^
 

ー

E・

発
足
し
、
健
全
な
美
術
教
育
の
振
興

を
目
標
に
発
展
し
伝
統
と
歴
史
の
あ

る
作
品
展
で
す
。

〔
応
募
枚
数
三
、
一
七
四
校
〕

〔
応
募
点
数
一
四
九
、
五
四
四
点
〕

特
選
に
輝
い
た

二
人
に
感
想
を
書
い

て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

中居優一朗くん

森大地くん

: 特野回
選小全
に学国

輝校教

くの育

<
進む英語の実力！

炭語スピーチコンテスト

--〗広川中学校-~

中
居
優
＿
朗
君
の
感
想

う
さ
ぎ
の
絵
を
書
く
と
き
1

尺
と
て
も
「
い
い
き
も
ち
」
だ
っ
た
。
ぽ
く
の

え
が
と
お
る
と
お
も
っ
て
か
い
た
ら
、
本
当
に
、
と
お
っ
て
し
ま
っ
た
。
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

森
大
地
君
の
感
想

さ
い
し
よ
、
二
年
に
な
っ
た
と
き
、
え
は
、
へ
た
だ
っ
た
け
ど
、
じ
ょ
う

ず
に
な
り
ま
し
た
。
は
ね
の
い
ろ
を
ぬ
る
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
い
ろ
を
ま
ぜ

て
、
あ
ん
な
い
ろ
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ス
モ
ス
を
か
く
と
き
、
き
ん
ち
ょ
う

し
た
け
ど
、
う
ま
く
か
け
ま
し
た
。

英
語
に
慣
れ
親
し
み
、
上
達
を
目

指
す
と
と
も
に
、
国
際
感
覚
を
育
て

よ
う
と
、

G
．
バ
ソ

ト
ッ
ク
指
導
員
の

指
導
を
受
け
て
い
る
肱
川
中
学
校
の

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ソ
テ
ス
ト
が
、
ニ

月
十
八
日
（
土
）
に
開
か
れ
ま
し
た
。

第
三
回
目
を
む
か
え
た
今
回
の
コ

ソ
テ
ス
ト
で
は
、
一
年
生
は
童
謡
の

暗
唱
朗
読
を
、

二
年
生
は
詩
の
暗
唱

朗
読
を
、

三
年
生
は
英
語
作
文
を
、

十
八
人
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
堂
々
と

流
暢
に
発
表
を
行
っ
て
、
審
査
に
当

た
ら
れ
た
瀧
岡
先
生
（
元
肱
中
教
師
）、

新
実
雄
先
生
（
役
場
職
員
）
を
感
心
さ

せ
ま
し
た
。

受
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0

バ
ン
ト
ッ
ク
杯
（
最
優
秀
賞
）

・
冨
永

優

（

一
年）

・
金
森

明
宏
（

二
年）

・
鳥
越
久
美
子
（
三
年
）

0

ド
ラ
ゴ
ン
杯
（
敢
闘
賞
）

・
神
井
享
子
（
一
年
）

0

表
彰
状
：
・
出
場
者
全
員

「マザーグース」の一節を発表する
一年の冨永優君

2
/
8
リ
ハ
ビ
リ
教
室

（
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
）

健
康
な
方
の
手
で
揚
げ
物
に
挑
戦

事来出の月令る
3
/
1
幼
児
教
室

見

プ

ー

ル

の

中

で

の

水

？

で

（
ボ
ー
ル
）
遊
び

”J
 



り。⑧。龍｝ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂鯛 (8)

田 献血功労表彰制度

旧 新

献

血

●献血功労章
銀章一献血回数10回以上
金章一献血回数20回以上
●有功章
銀色一献血回数30回以上
金色一献血回数50回以上
●功労楯
金色有功章受章後、 50回
ごと

●有功章

銀色一献血回数70回以上
金色一献血回数100回以上

但し、旧制度により銀色又は金
色有功章を受章 していない方に
のみ、新制度による献血回数に
達したときに贈呈させていただ

きます。

者
●献血回数
200血献血ー 1回
400叫献血ー2回
成分献血ー3回

●献血回数

全て 1回となります

昭
和
六
十

一
年
四
月
、
そ
れ
ま
で

の
二
0
0
m
Q
献
血
に
加
え
、
よ
り
安

全
性
が
高
く
、
よ
り
有
効
な
利
用
が

可
能
な
四

0
0
m
Q
及
び
成
分
献
血
を

導
入
し
、
献
血
功
労
表
彰
に
係
る
献

血
回
数
の
記
録
を
四

0
0
m
Q
献
血
は

二
回
分
、
成
分
献
血
は

三
回
分
に
換

算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
献
血
さ
れ
た

方
々
か
ら
ご
意
見
、
ご
批
判
が
あ
り
、

赤
十
字
内
部
に
お
い
て
も
数
年
来
検

討
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
状
に
お
い
て
は
、

一
年

回 献血者顕彰規程

が変

1.献血10回に到達したとぎ

2.献血30回に到達したとき
記念品

3.献血50回に到達したとき

4.献血50回到達者で以後50回到達の都度

5.献血50回以上到達者で満63歳迎えた後に 記念品

献血をしたとき 感謝状

の
間
に
銀
色
、
金
色
有
功
章
の
両
方

の
献
血
功
労
表
彰
を
行
う
な
ど
、
表

彰
の
乱
発
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
こ
の
度
新
し
い
表
彰

制
度
に
改
正
す
る
こ
と
と
し
、
献
血

と
い
う
奉
仕
の
行
為
の
基
本
に
立
ち

返
り
、
回
数
に
つ
い
て
は
種
別
を
問

．． 

わ
ず
、
す
べ
て
一
回
と
記
録
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
献
血
功
労
表
彰
制
度
と
献

血
顕
彰
規
程
は
別
表
の
と
お
り
で
す

が
、
四
月

一
日
よ
り
運
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

飼い犬の新登録制度

毎年1回の登録が生涯1回になります
平成7年4月1日から実施

登録は生涯 1回、しかし、
登録内容変更時には届け出を

毎年 1回の登録が、新制度では 1生

涯に 1回登録すればよいことになりま

す。つまり、 4月1日以降に 1回登録

を済ませば、あとはその必要がなくな

ります。しかし、飼い犬が死亡したと

きや犬の所在地が変わったとき、ある

いは飼い主の住所の変更があったとき

などは、そのたびごとに飼い主は市町

村へ届け出をしなければなりません。

ご注意ください！

●平成6年度に犬の登録をしていた方

も、平成7年4月 1日から実施され

る新制度でも登録をしなければなり

ません。

●犬の鑑札と狂犬病予防注射済票は、

犬の首輪につけていなければなりま

せん。

●犬の登録は生涯 1回となりますが、

狂犬病の予防注射は従来と同様に年

1回受けなければなりません。

尚、料金は、 1頭当り5,570円（登録料3,000円、注射料金2,570円）くわしいことは、保健センターまで
お問い合わせください。

―No.~刀乃訟っu刀〉@--
こ
ん
に
ち
は
、
隆
太
で
す
。

と
に
か
く
歌
う
の
大
好
き
、
踊

る
の
大
好
き
、
お
外
大
好
き
、

二
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
大
好
き
、

で
も
何
よ
り
も
お
ね
え
ち
ゃ
ん

が
好
き
。
学
芸
会
で
姉
の
踊
る

姿
に
魅
せ
ら
れ
て
、
只
今
、
忍

者
の
ダ
ソ
ス
特
訓
中
で
す
。

お父さん
清利さん
お母さん
三和さん

岡
村
隆
太
く
ん
（
広
常
）

平
成
5
年
2
月

25
日
生

2
歳
1
か
月

こ
ん
に
ち
は
、
た
く
み
で
す
。

車
に
乗
っ
て
の
お
出
掛
け
が
、

と
っ
て
も
大
好
き
。

泣
き
虫
で
、
甘
え
ん
坊
の
ぼ

く
だ
け
ど
、
い
つ
か
ぎ
っ
と
、

た
く
ま
し
い
男
の
子
に
な
っ
て

み
せ
る
か
ら
ね
。

お父さん
大成さん

お母さん
洋子さん

谷
田
匠
く
ん
（
道
野
尾
）

平
成
5
年
5
月
12
日
生

1
歳
10
か
月



(9) ?。⑧。祗｝ 一人ひとりが健康を守り

四
国
電
力
株
式
会
社

鹿
の
川
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

〈
旧
名
称

・
鹿
野
川
営
業
店
〉

か
ら
の
お
知
ら
せ

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
当
お
客
さ

ま
セ
ソ
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
ぎ
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
道
路
網
の
整
備

・

通
信
設
備
の
充
実
等
お
客
さ
ま
セ
ソ

タ
ー
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
当
お
客
さ
ま

セ
ソ
タ
ー
に
お
ぎ
ま
し
て
も
、
本
年

四
月
一
日
よ
り
日
曜
日

・
国
民
の
祝

日
お
よ
び
正
月
三
日
間
を
休
日
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

l~ 

詳
し
く
は
、
各
戸
別
に
当
社
検
針

員
に
よ
り
、
お
知
ら
せ
文
を
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

・

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
変
更
内
容
）

＊
日
曜
日

・
国
民
の
祝
日
お
よ
び
正

月
三
日
間
は
、
休
日
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

＊
前
述
以
外
の
日
は
、
八
時
四
十
分

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

肱
川
町
山
鳥
坂

一
0
九
の
一

四
国
電
力
株
式
会
社

鹿
の
川
お
客
さ
ま
セ
ソ
タ
ー

電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

0

―
二
0
•
四

一
O
·
六
三
五

な
お
、

し
出
は
、

す
。

N
T
T
電
話
に
よ
る
お
申

従
来
ど
お
り
で
ご
ざ
い
ま

か
ら
二
十
時
ま
で
開
店
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

＊
閉
店
時
間
中
は
、
当
社
大
洲
営
業

所
で
受
付
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。

明るいまちをつくります （町民憲章） 邸鯛
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l 平成7年度 | 
| 元気印緻室の参加番募銭 | 

H 

! H 

i について i 
H i 
i i 
ii 
H 
: 肱川町保健セソターでは、「運動」「栄養」「休養」 i 
~,,_ .,. -_..,-.-__ - - ~- - .. -~-/- ~ _-·---~.. --_~ ~ 

H 
！ の3本柱で、健康を維持 ・増進する意欲のある方 ！ 
: - - - : i を対象に、元気印教室を開催します。 ！ 
: : 

i 共同学習を通して、健康づくりについて、考え i 
i てみませんか？ i 

：： 

i 皆さん、お誘い合わせの上、ご参加ください。 i 
i i i ぷ：：：：：：： ： ： ： ：： ：こ：：：：：：： ： ： ：こ：：：：： ： ： ： ：：：：： ： ： ：： ：—-―:: ::::::：：こ：： ： ： ：：こ：こここ：ここ：： ： ： ： ：字 i 

~ ii 1 1Yw~mHm 3:JZ.Fw 11£ 4 J:1,._,3:JZ.Fw R 1£.i J:1 li ~ 
H ＇， 1.開催期間平成 7年 4月～平成 8年 3月 : : a 
:＇ 9 9, ! 
H : ＇’:  : ！ ,l 9, （毎月 1回）
： 9, H ：： 

~ ii 2．開催場所肱川町保健センター 汀 ！ ~ : : - • I"• I,= '/J., I,,,..., •I. ·• VI'1"'- ~ - - ':  : ~ 

i 且3．募集人数約20人 ：： ！ 
:,， ＇： ！ i 且4．対象者一般住民（男女を問いません） 且 ！ 
i : : 1 :i  i 且5．参加料無料（材料費のみ一部負担） i： : 
:，， ｝ ： ！ i ししここ：：：：：：：：：：：：：：：こ：ここここ：こここ：こここここ：：：：：ここ：：：：：：：：：：：：：：こ二：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：り i 
: i 内容については、 3月常会でお配りしたH7年 i R . ・. -.--....  _... : -- ....  R 

： i 度保健セソター行事計画表を、ご参照ください。 i 
H 

i 参加を希望される方は、下記へ電話でご連絡< i 
i ださい。日程表をお送りします。

I ■募集締切： 4月10日（月） 1 
i 肱川町保健センター 匹34-2340 ~ ~ l~l•I-J VI'~._.r ✓ -"'.....-,._"'.....-v ~ 

！ ！ 
! ！ 
H H 
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建 几
又
ニ＝
ロ 中 の 住 宅

町
で
は
平
成
六
年
度
に
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
を
道
野
尾
地
区
に
建
設
し

て
お
り
三
月
末
に
完
成
の
予
定
で
す
。

こ
の
建
物
は
肱
流
苑
の
近
く
の
町

営
住
宅
の
傍
に
木
造
二
階
建
で
二
戸

当
り
床
面
積
が
八
七
・

ニ
面
で
す
。

（
間
取
り
は
四

D
K
)

こ
の
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
要
領

で
募
集
い
た
し
ま
す
。

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
平
成
七

年
三
月
二
十
―
―
―
日
か
ら
三
月
三

0
日

ま
で
に
産
業
建
設
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

◎
住
宅
団
地
名

道
野
尾
団
地

◎
戸

数

四
戸 一

号所得（月額円） 要 件

1 186,000~ ●同居も しようとする親族が
313,000以下 あるの

●町長居特もが居認住めの安すも定を図る
2 

313 , 000~ fこめに るの
566,000以下 ●同 しようと る親族が

あるの

186,000~ の●災他 害の特、不別良の住定事宅情公のが撤賃があ貸適去る場住そ当
3 合宅において特 共と566,000以下

に入居とさせるこ
である 認めるもの

186,000~ ●同居は親族地詔域が2ない情もも のにつ4 いて の実る により566,000以下 町長が特ヽにめ の

◎
入
居
者
の
資
格

◎
家

賃
三
万
五
千
円

※
浄
化
槽
の
管
理
料
な
ど
の
共
益

費
は
、
入
居
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
敷

金
三
ヶ
月
分
（
入
居
時
に
支
払
）

◎
入
居
の
申
込
に
必
要
な
書
類

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
申
込
書
、

入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員
の
住

民
票
及
び
所
得
証
明
書

◎
入
居
者
の
選
定
方
法

申
込
者
が
多
い
場
合
は
住
宅
の
困

窮
度
が
高
い
人
を
優
先
し
、
同
等

の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

◎
入
居
日

平
成
七
年
四
月
一
日
以
降

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
産
業
建

設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

入
居
者
募
集
に
つ
い
て

一



尻⑬。歯｝ 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 諏瞬 (10)

少年・少女の悩みごと（いじめ・人権問題等）
……阿でも招談

ヤングホットライン
（直通電話相談）

相談の日…（月）～（金）午後1:00-6:00 

〈お休みの日〉
●毎週土・ 日曜日 ●祝日
● 1月 1日～ 1月4日、
12月28日～31巳
※留守番電話をご利用ください。

0 内容は

青少年健全育成・非行防止の一環として、
悩みをもつ青少年やご家族のみなさんのた
めの 「直通電話相談」です。

0 相談興は

教育問題のベテランがあたり、 一切の秘密

を守ります。気軽にご相談ください。
0 相談先は

電話番号 (0894)22-4976
（八幡浜教育事務所）

ごうごと以
案え家お後
内お族り一
致出 ‘計ケ
しかご画月
まけ近し間
すい所て色
゜たおお々
だ誘りな
きいま行
ま合す事!~二式つ
すわのを打十をりな

＜欝成で観

) 1 1 
七は光肱

よせで次い六三開げし年‘協川
うの ‘の ‘日月幕まや度平会町

鹿野川しゃくなげまつり行事日程表

期日 時 間 行事内容 場 所

3 /26 9 :30~ 開幕式も(11ち：促まぎ） 鹿（屋野外川園地舞台）他

4 / 2 9 :30~ 肱川町俳句大会 風の博物館

4 /16 10:00~ 宝探し大会 風の博物館他

4 /20 8 :00~ ゲートボール大会 町民運動場

4 /30 9 :00~ テニス大会 鹿鳴園コ ー ト

4 /29~30 1i:00~1s:oo えびね展示即売会 風の博物館

4 /29 10:00~ 川柳大会 公 民 館

廊
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
の
ご
案
内

その他…露店市3/26,...____, 4 /30の期間中の土・日
に実施
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雄3震に

― ①室内では
●出口などを確保したあとテープルや机の下に身を隠す

●地震の揺れは長くても 1分過ぎたらおさまる

●地震後、散乱した室内での活動には長靴や運動靴をはくよ

うに

②避難するときには
●動きやすい服装で避難する

●自動車で避難しない

• できるだけ近所の人たちとグループで行動する

●家族がパラバラの時は玄関などに連絡メモを残しておく

④外出先では
●看板、窓ガラス、外壁などの落下物に注意する

●道路の亀裂などに気をつける

●ハ‘ノドルを取られて飛び込んでくる自動車に注意する

●近くの空き地、公園に一時避難する

●狭い路地やがけっぷち、 川 べり、プロック塀、橋、自動販
売機などから、速やかに遠ざかる

●火災やガス漏れを発見したら防火機関に連絡する

④電車の中では
●座っている時は頭をかばって網棚からの落下物に注意する

●停車してもあわてて外に飛ぴ出さず、乗務員の指示に従う

⑤ ビルなどの中では
●エレペーターで避難しない

●デパートなどでは、従業員の指示に従う

⑥地下街では
●出口は60メートル問隔にあることを忘れずに
●停電になっても誘苺灯がつくのであわてない

⑦ 自動車では
●急プレーキをさけ、ほかの車に注意してゆっくり左に寄せ

る

、華

皿 っ た：ら. I  
①家族防災会議を開く
●わが家の対策を話し合い、計画をたてる

●役割分担を決めておく

② いざという時に火事を出さない備えをする

●浴槽、ポリパケツにできるだけ水をくみ、ためておく

●消火器、三角バケツはいつでも使えるようにする

●ス トープはすぐ消せるものを使う

● コンセントは抜いておく

③家具類が倒れないように固定する
●プロック塀、門柱は倒れないように補強する

●棚などについているガラスには飛散防止フィルムをはる

●観音とびらの家具は扉が開いても物が落下しない工夫を

④非常持ち出し品を用意しておく
●飲料水、食料は最低 2~3日分備える
●年 1回は新しい物と交換するよう心掛ける

⑤避難場所を確認する
●避難場所まで実際に歩いて道順などを確かめておく

R 隣近所同士助け合うようなつながりを日
ごろからつくる
●身体の不自由な人や、独り暮らしのお年寄りがいる時は隣

近所で助け合う体制をつくる

過去の大震災

発生年月日 地 壼辰 名 マグニチュード死者・行方不明者数

1923. 9 1 関東大震災 7.9 142,807人

1927. 3 7 北 丹後地震 7.3 2,925人

1933.3.3 三陸沖地震 8.1 3,008人

1943. 9 10 鳥 取 地 震 7 2 1,083人

1945. 1 13 河 地 震 6.8 1,961人

1946.12.21 南 海 地 季戻 8.0 1,432人

1948. 6.28 福 井 地 震 7.1 3,895人

1995. 1.l7 兵庫県南部地震 7.2 5,476人

（死者、行方不明が1,000人以上のもの）
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義

組◎ 靡瞬

援 金 内 訳

部 落 金 額 部 落 金 額

小畑 井 4,150円 下鹿野川 57,500円

萩野尾 3,000 上鹿野川 41,000 

汗 生 23,000 兄． 造 5,000 
道野尾 2,500 見の越 3,000 

八重栗 9,500 月 野尾 9,000 

山 槌 11,000 下敷水 6,500 

協 生 38,037 敷 水 13,600 

嘉 城 19,500 下嵯峨谷1 13,000 

止/‘ 栄 46,500 下嵯峨谷2 3,000 

中居谷 43,600 上嵯峨谷 15,000 

白 石 28,500 菟野尾 11,500 
旦知ク 地 17,000 橡の木瀕 3,000 

広 常 39,000 柳 29,000 

久 保 31,000 郷 23,000 

大 乎 26,000 市之畦 21,000 

大屋敷 17,000 瓜生谷 14,500 

森 27,000 町 19,000 

肱 栄 34,000 藤野原 17,800 

大 和 17,000 小 倉 6,000 

中 野 50,550 中 津 25,000 

小 藪 63,826 合 計 906,063 

社゚
協
だ
よ
り

阪
神
大

誕
災
義
援
金

（肱
川
町
共
同
募
金
会
扱
い
分
）

総
額
二
、

0
八
八
、

0
八
0
円

一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
大

震
災
は
、
日
本
を
代
表
す
る
港
町
神

戸
市
を
は
じ
め
、
近
隣
市
町
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

又、

肱
川
町
内
の
小

中
学
校
に
も
子
供
さ
ん
逹
が
帰
っ
て

来
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

肱
川
町
共
同
募
金
会
で
は
、
一

月

十
九
日
、
義
援
金
の
お
願
い
を
部
落

（
三
月
＿
日
現
在
）

長
さ
ん
に
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

―――
月

一
日
現
在
、
別
表
の

と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
総
額
二
、

0
八
八
、

0
八
0
円
の
義
援
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
募
金
会
で
は
、
愛

媛
県
共
同
募
金
会
に
名
簿
を
添
え
て

送
金
い
た
し
ま
し
た
。
県
募
金
会
で

は
、
兵
庫
県
共
同
募
金
会
へ
送
金
さ

れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

肱川町保健セ‘ノター
B (0894) 34-2340 

氏 名 金額 氏 名 金額 氏 名 金額

山 内 産 業 50,000 大洲高校肱川分校 22,000 鹿野川車検セソター 50,000 

品 永 建 設 100,000 予子林小学校 15,342 上田建設 ・従業員 200,000 

大洲消防川上支署 10,000 岩谷小学校 25,000 ひじかわ食産 10,000 

肱川町議会 65,000 正山小学校 27,858 肱 硫 苑 39,839 

肱 川 町軍恩会 20,000 中野小学校 50,025 肱川町身障者更生会 3,000 

山鳥坂ダム事務所 44,720 肱川中学校 56,777 肱 J 11 建 設 30,000 

肱川町役場職員 116,856 ) | | 上 建 設 22,200 肱川町遺族会 3,000 

上鹿野川グループ 12,000 和 気 医 院 10,000 正山婦人会 85,400 

肱川町母子会 3,000 川上 区生コソ 30,000 

肱川町老人クラプ 30,000 山本建設 ・従業員 50,000 ムロ ｀ 含＂t 1,182,017 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

共

栄

小

山

康

則

様

山
槌
中
村
、
ソ
ゲ
ミ
様

嘉

城

岩

田

一
郎
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

郡
民
生
児
童
委
員

研
修
会
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
年
六

回
(
+
月
ヽ
（
三
月
）
ま
で
月

一
回
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
老
人
、
独
居
老
人
を

対
象
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
ニ

月
に
は
「
お
は
ぎ
」
を
作
り
弁
当
と
一

緒
に
く
ば
り
ま
し
た
。
こ
の
「
お
は

ぎ
」
は
毎
年
、
民
生
委
員
女
性
部
の

七
人
全
員
が
早
朝
よ
り
出
仕
し
て
作
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

手
作
り
の
「
お
は
ぎ
」
に
、
お
と
し

よ
り
か
ら
は
、
電
話
な
ど
で
お
礼
の

言
葉
な
ど
が
あ
り
、
大
変
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
民
生
委
員
女
性
部
で

は
、
年
一
回
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
で
実
施

喜多罪民生児童委員日修会
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
日
の
た
め
に
、
米
、
ア
ソ
コ
な
ど

材
料
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
、
台

本
さ
ん
、
宮
田
さ
ん
、
福
田
さ
ん
に

対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

＇

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

9

9

9

、

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

＇ 

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
多
様
化
す
る

問
題
点
に
つ
い
て
何
が
必
要
か
を
感

じ
と
ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

喜
多
郡
民
生
児
童
委
員
研
修
会
が

三
月
二
日
、
河
辺
村
老
人
福
祉
セ
ソ

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

郡
内
よ
り

―
二
0
人
の
方
々
が
出
席

さ
れ
、
民
生
児
童
委
員
の
果
た
す
役

割
と
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
喜
多
医
師
会
病
院
、
浦

岡
先
生
の
講
演
が
あ
り
、
「
医
療
と

介
護
の
は
ざ
ま
」
と
題
し
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
く
る
、
高
齢
者
福
祉
に

つ
い
て
、
各
町
村
の
実
情
を
ふ
ま
え

給
食
サ
ー
ビ
ス

民
生
委
員
女
性
部
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優秀農家で町長表彰を受ける石田利寿さん

平
成
六
年
度
、

J

A
肱
JII

J

A
肱
川
き
ゅ
う
り
部
会
（
部
会

長
兵
頭
達
行
）
で
は
、
三
月
十
五
日

農
林
会
館
に
於
い
て
六
年
度
の
総
会

を
開
催
し
た
。

昨
年
度
は
、
生
産
販
売
金
額
一
億

円
達
成
記
念
大
会
を
開
催
し
た
が
、

平
成
六
年
度
は
、
高
温
、
干
ば
つ
に

よ
る
被
害
、
病
害
虫
、
チ
ロ
ー
シ
ス

な
ど
で
苦
慮
し
、
し
か
し
各
生
産
者

個
々
の
栽
培
技
術
の
高
度
化
と
努
力

に
よ
っ
て
三
三
八

t
（
昨
年
対
比
一

0
-
%）
の
実
績
を
挙
げ
る
事
が
出

き
ゅ
う
り
部
会
総
会
を
開
佃

来
た
。品
質
に
於
い
て
は
、
秀
品
率
五
四
、

五
％
と
目
標
の
六

0
％
を
下
回
っ
た
。

販
売
金
額
に
於
い
て
は
、
全
国
的
に

半
促
成
か
ら
夏
秋
の
作
型
の
豊
作
、

加
促
成
か
ら
夏
秋
の
作
型
の
豊
作
、

加
工
用
き
ゅ
う
り
の
輸
入
に

i
り
価

格
が
低
迷
し
八
六
、
九
六
二
千
円
と

昨
年
対
比
六
九
％
の
販
売
金
額
と
な
っ

こ。f
 平
成
六
年
度
の
収
支
決
算
報
告
と

平
成
七
年
度
の
事
業
計
画
案
、
収
支

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JIl
肱川町森林組合

総会であいさつする兵頭会長

予
算
案
を
原
案
の
通
り
承
認
決
定
し

閉
会
し
た
。

優
秀
農
家
表
彰
者
は
次
の
通
り
。

優
秀
農
家
表
彰

肱
川
町
長
賞

石

田

利

寿

（
販
売
金
額
一
位
）

肱
川
農
協
組
合
長
賞
中
央
支
部

（
優
秀
支
部
）

神
戸
中
央
青
果
賞
松
本
金
次
郎

（
秀
品
率
一
位
面
積
五

a
以
上
）

き
ゅ
う
り
部
会
長
賞
亀
田
昌
一

（
単
当
収
量
一
位
）

努

力

賞

山

本

保（
作
付
面
積
優
秀
者
）

努

力

賞

新

山

進（
平
均
単
価
優
秀
者
）

努

力

賞

松

井

行

男

（
単
当
収
量
優
秀
者
）

努

力

賞

畑

山

利

夫

（
秀
品
率
優
秀
者
面
積
五

a
以
上
）

A
組
合
員
は
、
長
男
に
経
営
移

匹
譲
を
し
、
年
金
を
受
け
る
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

経
営
農
地
―
二
七

a
の
ほ
か
山
林

と
畑
で
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
い
ま

す。
最
近
で
は
シ
イ
タ
ケ
の
収
益
が
、

増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
の
際
、

栽
培
地
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。そ
の
場
合
、
シ
イ
タ
ケ
と
し
て
利

用
し
て
い
る
栽
培
地
や
原
木
置
き
場

は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

ノ
イ
タ
ケ
栽
培
を
行
う
と
か
、

mm木置
き
場
に
し
て
い
る
畑
は
、

農
地
と
し
て
利
用
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
農
地
転
用
の
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

経
営
移
譲
と
は
、
農
地
等
に
つ
き

所
有
権
ま
た
は
使
用
収
益
権
に
基
づ

い
て
耕
作
ま
た
は
養
畜
の
事
業
を
行

う
人
が
、
後
継
者
ま
た
は
第
三
者
に

そ
の
農
地
等
を
処
分
し
、
そ
の
事
業

を
廃
止
ま
た
は
縮
小
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
、
原
木

置
き
場
な
ど
を
山
林
で
行
わ
れ
て
い

る
場
合
は
、
農
地
等
に
つ
き
行
わ
れ

て
い
る
耕
作
ま
た
は
養
畜
の
事
業
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
土
地
は

シ
イ
タ
ケ
栽
培
地
の
処
分
方
法
は

農

業

者

年

金

経
営
移
譲
時
に
は
処
分
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
、
原
木

置
き
場
な
ど
を
畑
で
し
て
い
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
つ

い
て
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

畑
で
、
ソ
イ
タ
ケ
栽
培
、
原
木
置
き

場
な
ど
に
す
る
場
合
は
、
そ
の
農
地

を
耕
作
目
的
以
外
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培

用
地
、
原
木
置
き
場
と
し
て
利
用
し

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
農
地
転
用

の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
経
営
移
譲
終
了
日

の
1
年
前
の
日
（
基
準
日
）
ま
で
に
農

地
法
の
手
続
き
に
従
い
農
地
転
用
の

許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
土
地
は
、
処
分
対
象
農
地
等
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
土
地
で

シ
イ
タ
ケ
栽
培
、
原
木
置
ぎ
場
な
ど

は
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
畑
が
農
地
転
用
の
許
可
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
農
地
で
あ
る

場
合
ま
た
は
基
準
日
前
に
農
地
転
用

の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
畑
は
処
分
対
象
農
地
等
に
該
当

し
ま
す
の
で
、
後
継
者
な
ど
に
処
分

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
の
畑
に
つ
い
て
、
農
地

転
用
の
許
可
を
受
け
ず
、
か
つ
、
後

継
者
な
ど
に
処
分
し
な
い
で
、
シ
イ

タ
ケ
栽
培
、
原
木
置
き
場
な
ど
を
継

続
し
て
い
る
場
合
に
は
、
処
分
対
象

農
地
等
を
処
分
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
つ
ま
り
、
処
分
漏
れ
地
で
不
適

格
な
経
営
移
譲
に
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

八
回
答
者
：
桑
原
岩
男
＞
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令
楽・ 用 樹 木 の お 話

植物、動物、鉱物などで薬用資源になる天産物を生薬と言っていますが、昔から草根木皮と言

われているように、植物性生薬はその主体になっています。これには、和薬、漠方薬、西洋生薬

の三系統があります。和薬は日本で古くから和方として独自に開発されてぎた療法に用いられる

キハダエキスやドクダ ミなどのような生薬で、今回はそのい くつか身近なものを紹介します。

ウラジロガシ（生薬名 ウラジロガシ）

徳島地方の民間薬として古くから胆石、腎石、尿路結石症に用いられてきました。

利用法は、葉及び小枝を乾燥したものを使用し、枝が少なく成熟した葉の多いものがよいとさ

れています。細切りした枝葉約70gを水 1リットルで3分の 1の量になるまで煎じ、裏ごしして

乳糖を少し加えて一日に 3回に分けて服用します。

タラノキ（生薬名 タラ木皮）

樹皮に糖尿をおさえる力があり、古くから糖尿病に用いられています。

樹皮及び根皮を秋に採取して日干しにして使用します。樹皮は特有のにおいがあって、

い味でのどにのこる剌激を感じます。

タラ樹皮、連銭草、 ビワ葉各 5gを一日量として水400ccに煎じ 2分の 1の量にして、

分けて服用します。

やや苦

3回に

ヤマザクラ（生薬名桜皮）
せぎの薬として利用されてぎました。また、これは製薬原料とされエキス製剤（ブロチソ）が鎮

咳薬として市販されていまず。

7~8月頃径20cm以下の幹から樹皮を採取した後、赤褐色の光沢のあるコルク皮を除ぎ、中

の帯緑色の皮をはぎ取って日干しにします。一日量は 3~5gを煎剤として服用します。

キハダ（生薬名黄柏）
健胃、下痢止めに古くから利用されていてあまりにも有名です。

樹皮の離れやすい夏期に、コルク層を除いた黄色の内樹皮を利用します。鮮黄色で苦いものが

よいとされ、粉末を 1回1gを3回食後に服用します。長野県木曽の百草、島根県の煉熊などは

黄柏の水製エキスで健胃整腸薬として古くから知られています。

また、捻挫などには粉末を酢で練り、それに卵白を加えたもので湿布するとよいとされていま

す。

このほかに木本性の生薬として日本で50種類以上あり、身近な樹木も生薬として見直してはど

うですか。

（林業改良指導員 柳）11)

4
月
4
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
5
日
（
水
）
中
津
方
面

4
月
6
日
（
木
）
宇
和
JI
南
方
面

4
月
11
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
12
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
13
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
1
8
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
19
日
（
水
）
中
津
方
面

4
月
20
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
25
日
（
火
）月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
26
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
2
7
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
醤
油
配
達
予
定
表

4
月
7
日
（
金
）
大
谷
方
面

4
月
1
4
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

4
月
2
1
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

4
月
28
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

4
月
3
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

4
月
5
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

4

月
7
日
（
金
）
藤
野
原
•
町

4
月
10
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

4
月
12
日
（
水
）
久
保

4
月
1
4
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

4
月
1
7
日
（
月
）
広
常
・
影
地

4
月
1
8
日
（
火
）
中
津
・
小
倉

4
月
20
日
（
木
）
森
・
肱
栄

・
硯
．

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

4
月
22
日
（
土
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

4
月
2
4
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

4
月
26
日
（水
）
大
駄
場
・

柳

・
郷
・

瓜
生
谷

4
月
28
日
（
金
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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r------------------------------------------・-----------・-―----!. l 

1&51＿一直囀一 魯・l l -` ！ ! 
! 

i 優良材生産は直材づくりから．9 椎茸生産はクヌギ林造成から．' ! ！ 
! 
i 平成7年2月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場）I・-. .. l ， 
！ 県森連市況 市売日•••平成 7 年 2 月 14 日 i 
！ 大洲木市より （単位吋当り：円）

市売数呈・・・975ケース 13,870kg ! 
！ スギヒノキマッ 平均単価 3,240円 ！ 
！長さ末口径 その他銘柄別単価
！ 直曲がり直曲がり 直 ！ 
! 7 crn下本 415本 270本 650本 380 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i
} 8 crn上本 420本 380本 850本 690 こうこ ～ 特用大 ～ ！ 

i 14mll~crn 上 24,500 -51,900 -18cm上20,000 大 厚 3,400~4,500 保特用中 ～ i 18crn上20,300-48,000 -4cm上27,000 ' 2 4 cm上21,800 I -149, ooo I -l30cm上35,000 中 厚 3,500~5,000 保特用中小 ～ 

! 7 crn下本 200本 149本 240本 149 中小厚 3,200~4,000 保特用小 ～ i 
t I 1_s _ cm上本 330本 310本 310本 310 小 厚 2,800~3,500 保大パレ 1,800~2,800 保！

11 cm上16,8001 127,9001 I I I•, ! 13 m 13 cm上24,500 I -I 45, ooo I -11scm上18,000 大ウス 3,500~4,300 保中パレ 2,400~3,200 保・

i I~ ・・・1H E土闘’]腐 こ40,000 -4:i 23,000 中ウス 3,800~5,200 強中小バレ 2,000~2,700 保 i
! 7 crn下本 80本一本 80本一 中小ウス 3,500~4,200 強小パレ 800~1,500 保

パリ材
! 2 m 8 crn上本 120本一本 120本ー （松・杉・桧 小ウス 3,000~3,800 強変 形 1,200~2,200 弱 i
| l6 crn上io,000 I. -I 22,000 I. -l~~cm上 末口 3~7cm) ジャミ 1,000~1,500 保色悪ウス ～ ！ 

! 30 crn上 cm上
長さ 2.0m 

13 cm上26,500
, ~ ! 

75,900 
どんこ大 色悪バレ 500~1,800 弱

! 6 m 18crn上25800 68 000 どんこ中 ～ Ij粒ドンコ ～ ！ 

！ 特選 368,900 どんこ小 ～ スライス 1,000~4,800 弱 ！ 

！ 足 場 1m当たり 70円～160円 本 180円 概況 秋子がほとんとほの市であったが、前回に比ぺ特用、格外が少なく ！ 
t 桧枝打材は買気強い一般材 3m

平均を上げた。
ウス葉系（中～小）は強保合だが、バレ葉、格外と（変形、色悪）スラ ＇ 1 備考 6m柱弱保合。小径木、中目保合。 イスは弱保合となった。
新物（寒子）は少ないが品質が良いので買い気は強い。

i 
！ 杉保合。松保合。 芽切り、発生が遅れているので一斉発生になるおそれがありますの i 

で採取遅れにならない様、また、乾燥は充分行って下さい。•---— ------------------------~-----------------J 
発ス干い：号 aり 品
し症ばしま ＼‘栽肱種

戸□ 高齢者と同居される方へ
｀っかする
ICヽ ア

性
にし。め

し よ‘夏ュ，一
‘萎 昨← 1は積の-

喜凋；〗 贔〗五旦晨予
に琶口吉

収が l置 しま星五ゆみ
て←

入 し、北 百-t:す:]⑭
穫多、ン・ — ~LJ~り）

， 
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
圃
場
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
本
来
き
ゅ
う
り
栽

培
は
、
管
理
と
収
穫
に
手
が
か
か
る

こ
と
で
嫌
が
ら
れ
る
作
物
で
あ
り
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む
情
勢

に
お
い
て
、
省
力
化
を
考
え
た
品
種

導
入
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
条
件
に
合
う
品
種

と
し
て
「
夏
す
ず
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

＾
夏
す
ず
み
の
特
性
＞

0

つ
る
も
ち
が
良
く
、
う
ど
ん
こ
病

と
べ
と
病
に
強
い
。
急
性
萎
凋
症
に

も
強
い
。

（
収
穫
期
間
の
延
長
が
可
能
。
）

0

一
時
期
に
ド
カ
成
り
せ
ず
に
収
穫

の
山
谷
が
少
な
く
、
草
姿
が
小
葉
立

性
で
側
枝
も
ゆ
っ
く
り
と
発
生
す
る

た
め
、
収
穫
や
整
枝
に
か
か
る
労
力

を
分
散
で
き
る
。

0

尻
太
果
・
胴
細
果
な
ど
の
ク
ズ
果

が
極
少
な
く
、
秀
品
率
が
極
め
て
高

く
、
果
揃
い
も
よ
い
の
で
出
荷
の
選

別
が
容
易
で
あ
る
。

＾
栽
培
上
注
意
し
た
い
特
性
＞

0

定
植
後
の
初
期
生
育
が
お
と
な
し

く
、
側
枝
の
発
生
が
ゆ
っ
く
り
し
て

い
る
。

0
初
期
収
量
が
や
や
少
な
い
。

＾
夏
す
ず
み
を
生
か
す
栽
培
ポ
イ
ン

対象範囲が広がっております。同居される高齢者の居室整備はもちろ

ん、浴室、 トイレ、洗面所などの改造もOK!農協の住宅ローソや住宅

金融公庫融資とセットでもご利用できます。

ご利用になれる方

県内において60歳以上の方（親族に限ります。以下対象高齢者と呼びま

す。）と同居される方。

お使いみち

①対象高齢者と同居している家屋または、同居しようとする家屋の新築

（購入）、増築または改築。

②対象高齢者の居住環境を改善するための浴室、

造。

ご融資額

上記①については160万円まで

上記②については90万円まで

また、①②をあわせて250万円までのご融資も可能です。

ご融資期間

10年以内（据置期間はありません。）

利率

年3.0%

担保・保証人

担保はお近くの農協とご相談ください。 2名以上の方に連帯保証人になっ

ていただきます。尚、保証機関（愛媛県農業信用基金協会）の利用もでき

ます。

ご返済方法

＇元金 均等返済（年賦償還、半年償還または月賦償還）

| ＊詳しいお問い合わせや、借入申込書類の

お求めは JA肱川融資課ヘ

トイレ、洗面所等の改
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ト
＞
①
狙
っ
作
型

0

夏
秋
ど
り
栽
培
：
．
抜
群
の
つ
る
も

ち
性
や
耐
病
性
の
特
性
を
生
か
し
た

長
期
ど
り
が
有
利
。

（
ト
ソ
ネ
ル
栽
培
も
適
）

②
老
化
苗
は
禁
物
。
良
質
の
若
苗

（
本
葉
二
、
五
ー
三
枚
）
を
定
植
し
、

初
期
生
育
を
順
調
に
進
め
れ
ば
、
そ

の
年
の
夏
す
ず
み
栽
培
は
半
分
以
上

成
功
し
た
と
い
え
る
。

③
元
肥
、
追
肥
と
も
多
め
に
。

ニ
ュ
ー
き
り
し
ま
や
く
る
め
夏
よ

り
も
一

0
％
程
度
多
目
の
設
定
に
す

る
。
（
例
：
チ
ッ
ソ
三

0
、
リ
ソ
サ

ソ
四

0
、
カ
リ

三
0
k
g
/
a
)
。
有

機
質
主
体
に
。

追
肥
は
雌
花
が
ニ
ー
三
個
咲
い
た

ら
始
め
、
そ
の
後
は
七

l
-
0日
ご

と
に
草
勢
を
み
な
が
ら
施
す
。

(
N
成
分
で
三
ー
四

k
g
/
-
0
a
)

④
着
果
節
位
は
少
し
高
め
が
良
く
、

一
度
の
強
整
枝
を
避
け
る
。

六
節
ま
で
の
側
枝
と
七
節
ま
で
の

雌
花
を
除
去
す
る
。
（
草
勢
の
弱
い

場
合
は
、
さ
ら
に
ニ
ー
三
節
上
ま
で

雌
花
を
除
去
。）

側
枝
は
中
段
ま
で
一
節
摘
芯
で
、

中
段
か
ら

二
節
摘
芯
と
す
る
が
、
短

く
て
弱
い
子
づ
る
は
そ
の
ま
ま
放
任

す
る
。常
に
強
い
側
枝
が
三
ー
四
本
残
る

よ
う
に
整
枝
す
る
と
、
秀
品
率
の

一

層
の
向
上
と
収
量
増
加
に
つ
な
が
る
。

．．
 

⑤
べ
と
病
、
う
ど
ん
こ
病
以
外
は
普

通
の
予
防
を
。

平
成
三
年
に
発
表
さ
れ
た
「
夏
す

ず
み
」
は
、
ま
さ
に
ト
マ

ト
の
市
場

シ
ェ
ア
を
八

0
％
も
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」
と
同
様
の

脚
光
を
浴
び
、
全
国
の
夏
秋
き
ゅ
う

り
産
地
で
急
速
に
導
入
が
進
ん
で
い

ま
す
。
大
洲
喜
多
管
内
に
お
い
て
も

内
子
町
、
五
十
崎
町
を
中
心
に
人
気

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
台
風
に

よ
る
影
響
が
心
配
さ
れ
る
圃
場
は
な

か
な
か
導
入
し
づ
ら
い
と
思
い
ま
す

が
、
高
品
質
安
定
生
産
を
目
指
し
肱

川
町
き
ゅ
う
り
の
ブ
ラ
ソ
ド
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技
師
萩
原
）

一
水

稲

一

土
づ
く
り
の
実
施

秋
ー
冬
の
期
間
に
土
づ
く
り
対
策

を
実
施
し
て
い
な
い
人
は
、
今
か
ら

で
も
遅
く
な
い
の
で
土
づ
く
り
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
普
及
セ
ソ
タ
ー
の
水

田
土
壌
調
査
の
結
果
、
肱
川
町
で
は

腐
埴
と
鉄
が
不
足
し
て
い
る
圃
場
が

多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

八
土
づ
く
り
の
作
業
手
順
＞

①
良
質
な
有
機
物
の
施
用

堆
肥
や
稲
ワ
ラ
な
ど
の
有
機
物
を

施
し
て
土
中
の
腐
埴
含
量
を
高
め
ま

す。
堆
肥
は
一

O
a
当
た
り
約
一
、

0

o
o
k
g
を
施
用
し
ま
す
。

稲
ワ
ラ
を
す
き
込
む
場
合
は
、

一

0
a
当
た
り
二

0
槌
の
石
灰
窒
素
を

あ
わ
せ
て
施
用
し
、
ワ
ラ
の
腐
熟
を

促
進
さ
せ
ま
す
。
た
だ
し
、
イ
モ
チ

病
や
紋
枯
病
の
被
害
ワ
ラ
は
病
気
の

発
生
を
助
長
す
る
の
で
施
用
を
さ
け

ま
す
。
堆
肥
、
稲
ワ
ラ
と
も
に
湿
田
で
は

施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

②
土
壌
改
良
材
の
施
用

フ
ェ
ロ
ケ
イ
カ
ル
を
一

0
a
当
た

り
一
五

0
ー
ニ

0
0
屈
施
用
し
て
、

ケ
イ
酸
と
鉄
の
補
給
を
行
い
ま
す
。

根
の
活
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
③
荒
耕
し
の
実
施

有
機
物
や
土
壌
改
良
材
を
施
用
後
、

す
み
や
か
に
耕
し
ま
す
。
作
土
が
浅

い
と
肥
効
の
持
続
性
が
短
く
、
根
張

り
も
浅
く
な
り
、
根
の
機
能
も
早
く

弱
ま
り
ま
す
。
一

五
ー

ニ
Ocm
ま
で

深
耕
し
、
作
土
層
を
拡
大
し
ま
す
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

）

＿

畜

産

―

「
飼
料
作
物
の
作
付
け
」

飼
料
作
物
の
作
付
け
が
始
ま
る
為
、

天
候
に
注
意
し
な
が
ら
、
次
の
点
に

留
意
し
て
下
さ
い
。

①

播

種

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
播
種
期
に
つ
い

て
は
、
台
風
害
の
回
避
、
安
定
作
期

の
確
保
、
梅
雨
期
の
湿
害
対
策
の
面

か
ら
、
早
播
き
が
有
利
で
あ
る
。

気
象
災
害
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、

早
生
種
の
早
播
き
を
原
則
と
し
、
四

月
と
五
月
に
分
け
て
播
種
し
危
険
分

散
を
図
り
、
種
子
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
等

で
、
品
種
を
選
定
す
る
。
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
播
種
適
期
は
、
平
均
気
温
が

-
0
℃
以
上
に
な
る
時
期
で

‘
1
0

a
当
た
り
三
槌
程
度
、
ソ
ル
ガ
ム
は

そ
れ
ぞ
れ

一
五
℃
、
ニ

kg程
度
。

②
堆
肥
の
施
用

元
肥
と
し
て
一

0
a
当
た
り
三
ー

五
t
を
基
準
に
す
る
が
、
土
壌
診
断

等
を
行
い
、
土
壌
の
実
態
を
把
握
し

て
か
ら
、
実
施
し
た
ほ
う
が
良
い
。

堆
肥
は
、
未
熟
な
状
態
で
は
窒
素
飢

餓
を
起
こ
し
た
り
、
害
虫
発
生
の
心

配
も
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
完
熟

堆
肥
を
施
用
す
る
。

③
晩
霜
害
対
策

秋
冬
飼
料
作
物
は
晩
霜
害
を
受
け

に
く
い
が
、
夏
作
飼
料
作
物
で
播
種

後
に
霜
害
を
受
け
た
場
合
、
ソ
ル
ガ

ム
は
分
げ
つ
が
旺
盛
な
作
物
で
あ
る

ル
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図 2

ゞ

図 1

た
め
、
茎
葉
の
一
部
に
折
損
が
あ
っ

て
も
窒
素
肥
料
を
一

0
a
当
た
り
二

l
三
柊
の
施
用
で
再
成
を
促
進
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
と
う
も
ろ

こ
し
も
追
肥
す
る
こ
と
で
生
育
を
助

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
損
害
が

ひ
ど
く
回
復
の
見
込
が
な
い
場
合
は
、

播
き
直
す
。

以
上
の
様
に
書
い
て
み
ま
し
た
が
、

長
雨
や
干
ば
つ
な
ど
の
被
害
を
最
小

に
お
さ
え
る
に
は
、
や
は
り
、
早
播

き
が
有
利
な
為
、
は
や
め
の
準
備
を

進
め
て
下
さ
い
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

峯

下

寿

樹

一
果
樹
の
管
理
一

0

接
ぎ
木

時
期
は
昔
か
ら
彼

岸
頃
か
ら
適
期
と
い

わ
れ
、
台
木
の
芽
が

少
し
動
ぎ
始
め
た
こ

ろ
が
良
い
で
し
ょ
う
。

方
法
と
し
て
は
切
り

接
ぎ
が

一
般
的
で
す

が
、
ク
リ
で
は
樹
皮

が
は
が
れ
や
す
い
状

態
で
あ
れ
ば
、
は
ぎ

接
ぎ
が
簡
単
で
活
着

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

（図
l
参
照
）
接
ぎ
穂

は
先
端
や
太
す
ぎ
る

基
部
を
避
け
て
、
よ

＜
充
実
し
た
中
心
部

を
使
用
し
ま
す
。
手

順
に
つ
い
て
は
図
2

の
と
お
り
で
す
が
、

次
の
点
に
留
意
し
て

下
さ
い
。

①
切
り
口
が
滑
ら
か

で
あ
る
。

②
必
ず
形
成
層
を
合

-

}

ヽ

（
れ
□[[ 
はぎ接ぎ

わ
せ
る
。

③
台
木
と
穂
木
の
接
着
面
に
す
き
間

が
な
い
よ
う
に
す
る
。

④
穂
木
が
動
か
な
い
よ
う
に
台
木
を

し
っ
か
り
固
定
す
る
。

ま
た
台
木
の
部
分
か
ら
出
る
芽
は

早
目
に
芽
か
ぎ
を
し
ま
す
。

（
大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

菊

池

明

）
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林業山村活性化林業構造改善事業

【総合型林業構造改善事業】

纂纂纂翁 指定年度：平成4年度

取り組み報告

事業実施年度：平成5年～8年度 蒸纂雛婆

四
十
一
年
ぶ
り
と
い
わ
れ
る
記
録

的
な
猛
暑
と
干
ば
つ
、
想
像
を
絶
す

る
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
大
震
災

な
ど
、
自
然
が
猛
威
を
振
る
い
、
人
々

を
悩
ま
せ
続
け
て
い
る
平
成
六
年
度

も
間
も
な
く
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
農
林
業
に
お
い
て
は
、

ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ソ
ウ
ド
関

連
や
新
食
糧
法
の
施
行
な
ど
、
引
き

続
き
厳
し
い
局
面
が
予
想
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
最
近
特
に
森
林
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
肱
川
町
の
林
業
施
策

を
振
り
返
り
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。当
町
の
林
業
振
輿
に
つ
い

て
は
、

森
林
組
合
が
中
心
と
な
り
各
種
の
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
除
・
間

伐
の
推
進
に
よ
る
育
林
、
林
道
開
設
、

な
ど
の
基
盤
整
備
、
林
業
担
い
手
の

育
成
等
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
た

め
、
町
予
算
に
お
い
て
は
約
一
億
六

千
八
百
万
円
の
林
業
費
を
計
上
し
ま

し
た
。
中
で
も
、
林
業
構
造
改
善
事
業
は

そ
の
目
玉
と
し
て
、
生
産
性
の
高
い

林
業
の
確
立
と
生
活
・
就
労
環
境
の

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
約
一

林

構

だ

ょ
り

麻） 這 圃 設
編集•発行

肱 J 11 町

＠
 

月野尾～上森山線

L =893.1 m W=4.0m 
事業費 62,846千円

億
円
の
予
算
を
投
じ
ま
し
た
。

事
業
は
前
の
林
構
だ
よ
り
で
お
知

ら
せ
し
た
計
画
ど
お
り
完
了
し
、
来

年
度
の
事
業
に
引
ぎ
継
ぐ
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
り
ご
指
導
・

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
各
関
係
機
関

の
方
々
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

以
下
、
六
年
度
事
業
の
中
か
ら
一

部
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

二
月
二
十
一
日
（
月
）
、
肱
川
町
公

民
館
に
お
い
て
、
森
林
組
合
主
催
に

よ
り
「
優
良
林
分
の
育
成
技
術
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
西
山
林
業
研
究
所
の

西
山
喜
代
美
さ
ん
（
久
万
町
）
を
お
迎

え
し
、
町
内
か
ら
多
く
の
方
々
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
西
山
さ
ん
か
ら
自

分
の
林
業
哲
学
と
経
験
に
基
づ
い
た

優
良
材
生
産
の
た
め
の
目
標
設
定
、

成
功
さ
せ
る
た
め
の
基
本
的
事
項
や

そ
の
技
術
に
つ
い
て
、
図
や
写
真
を

交
え
な
が
ら
の
講
義
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
ビ
デ
オ
や
メ
モ
を
と
る
な
ど

熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

優
良
林
分
の
育
成
技
紺
に
つ
い
て

絨

修

至
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磨丸太林分シバハラ40年生

著者岩水豊「銘木」より転載

地
査
「
北
山
林
業

:
肱川BlJぼ
＿
[

北
山
林
業
は
元
来
、
茶
室
や
数
奇

屋
建
築
な
ど
特
殊
材
の
生
産
に
目
標

が
お
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

材
積
本
位
の
一
般
用
材
林
業
と
は
保

育
体
系
が
異
な
り
、
択
伐
的
方
法
を

と
る
台
杉
仕
立
な
い
し
一
代
限
り
仕

立
に
よ
り
収
穫
を
行
う
独
特
の
施
業

方
法
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
す
ぐ
れ
た
保
育
技
術
は
、
さ
し
ず

め
樹
芸
林
業
あ
る
い
は
栽
培
林
業
と

も
よ
ば
れ
て
い
る
。

特
徴
と
し
て
は
、
集
約
施
業
に
よ

り
高
品
質

・
高
単
価
の
化
粧
丸
太
を

生
産
目
標
と
し
て
お
り
、
形
質
本
位

の
丸
太
を
生
産
し
高
収
益
を
上
げ
る

林
業
で
あ
る
。
分
か
り
や
す
く
要
約

す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
品
質
の
厳
選
と
挿
し
木
苗
の
植

栽
が
行
わ
れ
て
い
る
。

②
立
条
更
新
と
短
伐
期
生
産
が
行

わ
れ
て
い
る
。

③
頻
度
の
高
い
強
度
の
枝
打
ち
を

行
う
。

④
経
営
が
き
わ
め
て
集
約
で
あ
る
。

⑤
小
面
積
に
お
い
て
連
年
収
益
が

上
げ
ら
れ
る
。

⑥
単
位
面
積
当
り
収
益
が
き
わ
め

て
高
い
。

⑦

生
産
材
は
ほ
と
ん
ど
が
特
殊
材

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

⑧
材
の
強
度
が
大
き
い
。

丸
太
仕
立
育
林
投
入
額
及
び
丸
太

産
出
額
予
想
は
次
表
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
原
木
の
単
価
は
保
育
の
良
否

と
樹
齢
に
よ
り
一
概
に
言
え
な
い
が
、

原
木
の
相
場
か
ら
一
}
i

当
り
約
一
億

円
前
後
で
あ
る
。

一
般
に
丸
太
仕
立
に
用
い
ら
れ
る

品
種
を
総
称
し
て
「
北
山
杉
」
と
呼
ん

で
い
る
。
そ
れ
ら
北
山
ス
ギ
は
、
過

去
数
百
年
林
家
が
丸
太
生
産
を
進
め

る
過
程
で
選
抜
育
成
さ
れ
た
も
の
で
、

ほ
と
ん
ど
挿
し
木
増
殖
に
よ
っ
て
い

る
。
品
種
は
シ
ロ
ス
ギ
、
シ
バ
ハ
ラ
、

タ
ネ
ス
ギ
の

三
系
統
が
あ
る
ほ
か
、

天
然
絞
が
数
十
ク
ロ
ー
ソ
育
成
さ
れ

て
い
る
。

天
然
絞
丸
太
は
、
普
通
の
丸
太
と

異
な
り
、
丸
太
の
表
面
に
先
天
的
に

凹
凸
状
の
紋
を
形
成
す
る
ク
ロ

ー
ソ

で
、
そ
の
形
状
が
優
雅
で
美
術
的
鑑

賞
価
値
が
高
い

こ
と
か
ら
高
級
柱
材

と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
天
然
絞

ク
ロ
ー
ソ
は
、
も
と
も
と
普
通
林
木

の
中
か
ら
数
十
万
本
に
一
本
く
ら
い

の
割
合
で
発
生
す
る
突
然
変
異
個
体

で
あ
る
。

現
在
の
生
産
量
は
次
の
と
お
り
。

人
工
絞
丸
太
六

0
、

0
0
0本

並

丸

太

三

三

、

0
0
0本

天

然

絞

丸

太

四

、

0
0
0本

タ

ル

キ

―
10
、
0
0
0本

の

他

五

、

0
0
0本

計
―
ニ

―-、
0
0
0本

合そ
北山地方における丸太仕立育林投入額

haあたり

北
山
林
業
は
磨
丸
太
の
生
産
に
目

標
を
限
定
し
て
、
生
産
目
標
に
適
合

し
た
優
良
品
種
を
植
栽
し
集
約
管
理

を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
森
林
面
積
を
高

度
に
利
用
し
た
付
加
価
値
の
高
い
商

品
生
産
に
よ
り
、
商
品
の
銘
柄
と
流

通
経
路
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
単
位
面
積
当
り
き
わ
め
て
高
い

収
益
を
上
げ
、
企
業
と
し
て
成
立
さ

せ
て
い
る
。

当
町
で
も
、
「
何
面
の
材
を
生
産

す
る
」
と
い
う
の
で
な
く
、
「
一
本
何

円
の
材
を
生
産
す
る
」
と
い
う
目
標

を
た
て
て
実
行
し
て
い
き
た
い
。
北

山
を
訪
ね
て
、
一
億
円
の
山
を
つ

く

る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
あ
ら

た
め
て
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

北山台杉仕立林分

（著者岩水豊「銘木」より転載）

種 別 投入量 単 価 金 額

円 円
地ご しらえ 50人 9,500 475,000 

植 栽 本 数 5,000本 150 750,000 

植 付 36人 9,500 342,000 

木 起 し (3回） 60人 9,500 570,000 

ビニールロープ 15巻 1,000 15,000 

下 刈 225人 9,500 2,137,500 

施 肥 (2回） 6人 9,500 57,000 

肥 料 60袋 1,750 105,000 

つる切り、ひも打 25人 9,500 237,500 

除 伐 4人 9,500 38,000 

枝 打 (8回）281人
14,000~ 

5,170,000 
20,000 

合 計 687人 9,897,000 

（備考）賃金、資材単価 1994 

北山地方における丸太産出額予想
haあたり5,000本植伐期35~40年

種 類 生 産量 産 出 額

除 伐 500本 0円

ゴ ロ ン／ ボ 500本 500本X1,500円＝75万円

磨丸太•、ンボ丸太原木 4,000本 4,000木X2丁X12,000円

=9,600万円

合 計 5,000本 9,675万円

注）ゴロソボとは末口直径6~9cmの細丸太
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統 継 承

日
本
の
各
地
に
は
、

「
沓
掛
」
と
か
、
そ

れ
に
類
し
た
地
名
が

数
々
あ
る
。
山
の
神

は
、
霊
山
の
土
が
登

山
し
た
村
人
の
草
履

に
く
っ
つ
い
て
持
ち

出
さ
れ
る
の
を
き
ら

う
た
め
、
人
々
は
草

履
を
麓
で
脱
ぎ
、
木

な
ど
に
掛
け
て
置
く

こ
と
に
由
来
し
て
い

る
。
ま
た
、
寺
の
仁

王
門
に
は
、
や
た
ら

と
大
き
い
わ
ら
じ
が

吊
り
下
げ
ら
れ
て
い

る
。
古
来
、
新
年
に

は
神
々
に
新
し
い
も

の
を
献
上
す
る
習
慣

が
あ
り
、
山
の
神
は

一
本
足
だ
か
ら
、
大

ぎ
な
片
足
を
供
え
る
。

時
代
と
と
も
に
信
仰

は
少
し
ず
つ
形
を
変

え
て
い
く
が
、
こ
の

よ
う
に
、
履
物
は
民

俗
信
仰
と
か
か
わ
り
が
深
い
。

村
境
や
辻
に
大
き
な
草
履
を
作
っ
て

置
く
の
は
、
明
ら
か
に
魔
除
（
ま
よ
け
）

の
意
味
が
あ
る
。
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た

の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
「
こ
ん
な

大
ぎ
な
草
履
を
は
く
も
の
が
、
こ
の
村

に
は
い
る
か
ら
、
バ
カ
に
し
て
は
い
け

な
い
。
」
と
い
う
こ
と
を
、

鬼
や
疫
病
神
に
知
ら
せ
威
嚇

す
る
目
的
で
、
な
る
べ
く
人

目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
置
く
よ

う
に
な
っ
た
。
昔
の
閉
鎖
さ

れ
た
村
社
会
に
入
り
こ
ん
で

く
る
外
来
者
は
、
は
や
り
病

や
不
幸
を
持
ち
込
む
不
審
な

も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
肱
川
町
で
も
、
大

屋
敷
・
久
下
・
下
敷
水
に
は
、

毎
年
、
金
剛
草
履
を
作
っ
て
、

集
落
の
往
還
に
飾
る
行
事
が

残
さ
れ
て
い
る
。

大
屋
敷
の
草
履
作
り
は
、

二
月
十
五
日
（
旧
一
月
十
六

日
）
、
部
落
長
岩
野
清
信
さ

ん
を
筆
頭
に
、
十
七
戸
総
出

で
作
業
が
行
わ
れ
た
。
当
番

こ
ん
ご
う
ぞ
う
り

大
屋
敷
の
金
剛
i

早
履

(
u
,
t
 

ー
、
T
3
u

(
 

匂
し

゜

出来上がった金剛草履を手にして

編集•発行
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B (0893) 34-2307 

の
高
尾
さ
ん
が
、
昨
年
十
一
月
に
す
ぐ
っ

て
お
い
た
新
わ
ら
を
使
い
、
各
自
が
手

分
け
し
て
一
・
五

・
十
・
三
の
さ
が
り

を
つ
け
た
し
め
な
わ
や
わ
ら
す
ぼ
・
は

な
お
を
作
る
。
大
足
半
は
、
三
？
四
人

が
か
り
で
竹
枠
に
そ
っ
て
編
み
上
げ
て

い
ぎ
、
は
な
お
と
ひ
げ
を
つ
け
て
完
成

さ
せ
る
。
わ
ら
す
ぼ
に
は
、
小
豆
飯
ま

た
は
白
米
の
欅
り
飯
と
、
た
く
あ
ん
か

梅
干
し
を
入
れ
、
竹
の
箸
を
そ
え
て
弁

当
に
す
る
。
で
き
あ
が
っ
た
金
剛
草
履

は
、
一
度
祭
壇
に
飾
り
、
念
仏
百
万
遍

唱
え
霊
を
こ
め
る
。
そ
の
後
、
し
め
な

わ
に
大
ぞ
う
り
・
わ
ら
す
ぽ
・
金
剛
杖

を
結
び
つ
け
大
屋
敷
入
り
口
の
カ
シ
の

木
に
吊
る
す
。
弁
当
は
、
お
下
が
り
を

み
ん
な
で
い
た
だ
き
夏
病
み
封
じ
に
す

る
。
続
い
て
す
る
お
籠
も
り
は
、
集
落

、＼ノー2

~
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こ
の
句
は
「
鍋
」
と
い
う

岡
畔

入

り

題

で

作

ら

れ

た

句

で

、

読

ー
ん
で
直
ぐ
情
景
が
わ
か
る

まつ
句
で
あ
る
。
歌
が
う
ま
い

柳
り～

か
お
酌
を
し
て
廻
る
か
す

c"＂＂ 
開

れ
ば
、
間
も
も
つ
が
、
そ

ん
な
芸
一
っ
出
来
な
い
者
は
、
手
持

ち
無
沙
汰
で
す
る
こ
と
が
無
い
、
し

か
た
な
し
に
、
こ
げ
つ
か
な
い
よ
う

に
、
人
が
直
ぐ
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

鍋
の
世
話
を
し
て
い
る
こ
と
を
詠
ん

だ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
句
を
読
ん
で

0

居
候
し
ょ
う
こ
と
な
し
の
子
煩
悩

と
い
う
古
川
柳
を
思
い
出
し
た
。

今
で
は
、
居
候
（
人
の
家
に
や
っ

か
い
に
な
っ
て
い
る
人
）
は
い
な
く

0

芸
無
し
で
手
持
ち

無
沙
汰
の
鍋
の
世
話

内
の
人
の
絆
を
い
っ
そ
う
強
い
も
の
に

し
て
い
る
。

旧
一
月
十
六
日
は
、

「
鬼
の
金
剛
」
と

も
言
わ
れ
、
念
仏
の
口
開
け
日
と
な
る
。

伊
予
市
以
南
の
山
間
部
、
肱
川
流
域
で

は
肱
川
町
よ
り
上
流
の
地
域
で
、
一
般

に
行
わ
れ
て
い
た
民
俗
行
事
で
あ
る
。

地
域
融
和
を
果
た
す
こ
れ
ら
の
伝
承
行

事
は
、
い
つ
ま
で
も
残
し
伝
え
て
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
近
々
、
大
屋
敷
地
区
か
ら
肱

川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
、
別
製
の
実

物
が
寄
贈
展
示
さ
れ
る
と
か
：
．o

な
っ
た
が
、
昔
は
、
仕
事
も
な
く
、

面
倒
見
の
良
い
人
の
家
に
や
っ
か
い

に
な
っ
て
い
た
人
が
い
た
。
そ
の
人

は
何
も
子
供
好
き
と
言
う
訳
で
は
な

い
が
、
や
っ
か
い
に
な
っ
て
い
る
か

ら
、
し
か
た
な
し
に
子
供
の
守
を
し

て
い
る
の
で
、
真
か
ら
の
子
供
好
き

で
は
な
い
と
、
家
の
人
や
、
近
所
の

人
が
、
あ
の
人
は
ま
だ
若
い
の
に
感

心
な
事
だ
、
本
当
は
子
供
好
き
な
ん

だ
ろ
う
と
褒
め
て
い
る
の
を
、
実
は

そ
う
で
な
い
ん
だ
と
、
皮
肉
っ
て
詠

ん
で
い
る
句
で
、
そ
こ
に
川
柳
ら
し

さ
が
あ
る
訳
で
あ
る
。

頭
書
の
句
も
、
世
話
好
き
で
や
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
、
や
る
事
が
な

い
か
ら
や
っ
て
い
る
の
だ
と
、
古
川

柳
と
似
た
よ
う
な
見
か
た
を
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
味
わ
っ
て
見
て
く
だ

さ
い
。

1年間大屋敷地区を守りつづけます
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二
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
新
春
囲

碁
大
会
に
、
町
内
外
か
ら
十
六
人
が
参

加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
二
十
一
日
に
は
新
春
か

る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
愛
好

家
十
一
人
の
参
加
が
あ
り
、
み
ご
と
な

手
捌
き
で
札
を
取
っ
て
い
く
と
き
の
緊

囲碁大会

Aクラス
優勝

準優勝

三位

Bクラス
優勝

準優勝

3 位

かるた大会
個人戦
優勝

準優勝

団対戦
優勝

準優勝

宮

頭

江

岩

登

甲

二

兵

松

鉾

成

上

浜田

沖野

一

充

平

勉

義

幸

数

良

光

芳

種；

野村町
野村町

大洲市

中野

上鹿野川

町

結

果

張
惑
が
素
晴
ら
し
く
思
わ
れ
ま
し
た
。

両
大
会
と
も
若
い
人
の
参
加
が
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
若
者
へ
の
参

加
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

9
0
囀
門
琴
一
三
月
十
九
日
）

（
二
月
二
十
＿
日
）

堀尾末子
門脇カズ子
沖野 緑
稲田カツミ

ピラミッドの部
優勝沖野 緑

常

保

平

常

保

常

町

広

久

大

広

久

広

先
月
は
、
四
国
と
ウ
ェ
ー

ル
ズ
の
似
て
い
る
点
を

挙
げ
ま
し
た
の
で
、
今

回
は
四
国
か
ら
は
肱
川
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
は
ハ
ー

ロ
ッ
ク
を
と
り
あ
げ
、

こ
の
二
つ
の
町
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

両
町
は
互
い
に
大
き
な

違
い
が
あ
り
ま
す
が
似

て
い
る
点
も
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
町
は
世
界
中
で
私
の
一
番
好
ぎ
な
町

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

北
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ハ
ー
ロ
ッ
ク
は
母

の
故
郷
で
す
。
そ
こ
に
は
大
き
な
三
つ

の
ビ
ル
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
七
百
年
を
経
た
古
城
、
カ
レ
ッ
ジ

と
大
ホ
テ
ル
で
す
。
一
方
肱
川
に
は
城

や
カ
レ
ッ
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
な

い
し
＝
一
の
湿
泉
と
学
校
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。

大
雑
把
に
言
っ
て
両
方
と
も
人
口
は

ほ
ぼ
同
じ
位
で
、
外
部
の
人
を
快
く
迎

え
る
気
風
が
あ
り
ま
す
。
イ
ソ
グ
ラ
ン

ド
人
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
に
と
っ
て
は

ほ
と
ん
ど
外

国
人
も
同
様

な
の
で
す
が
、

イ
ソ
グ
ラ
ン

ド
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
音
楽

家
が
ハ
ー
ロ
ッ

ク
に
腰
を
落

ち
つ
け
て
い

ハロー
ミスターバントックです ③
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ま
す
。
肱
川
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

興
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

肱
川
は
海
か
ら
陸
路
で
四

0
分
の
と

こ
ろ
で
す
。
ハ
ー
ロ
ッ
ク
は
海
辺
の
町

で
は
る
か
に
湾
と
岬
の
す
ば
ら
し
い
眺

め
が
あ
り
、
時
と

し
て
瀬
戸
内
海
を
想

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ー
ロ
ッ
ク
は
丘

と
山
に
囲
ま
れ
て
い

て
、
良
い
ハ
イ
キ
ソ
グ
コ
ー
ス
や
お
も

し
ろ
そ
う
な
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

丁
度
肱
川
町
や
そ
の
周
辺
に
、
見
所
が

沢
山
あ
る
の
と
同
じ
で
す
。

両
方
の
町
の
人
々
は
、
主
と
し
て
農

業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ロ
ッ
ク

の
周
辺
に
は
羊
を
飼
っ
て
い
る
農
家
が

沢
山
あ
っ
て
羊
毛
の
製
品
を
生
産
し
、

食
用
の
ラ
ム
や
マ
ト
ン
を
供
給
し
て
い

ま
す
。
最
近
ハ
ー
ロ
ッ
ク
の
人
口
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
々

は
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
大
都
会
で

の
生
活
が
何
ん
で
も
一
番
良
い
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
は
じ
め

ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
彼
ら
は
ユ
ー
タ
ー

ソ
を
は
じ
め
、
田
舎
で
の
生
活
の
再

生
を
試
み
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

両
方
の
町
共
、
英
語
で
綴
る
と

H
で

は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
重
要
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
の
良
い

相
似
点
が
あ
り
両
者
は
親
類
の
よ
う
で

す
。
た
ぶ
ん
い
つ
か
姉
妹
都
市
に
な
る

で
し
ょ
う
9
.

ギ
ャ
ビ
ン
・
バ
ン
ト
ッ
ク

（
京
子
・
バ
ソ

ト
ッ

ク
邦
訳
）

ロ

ッ

ク

と

肱

川
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購入図書案内

oJR神戸線殺人事件
（著）斎藤

0 パリ発殺人列車
（著）西村京太郎

0 キャンパスは深夜営業
（著）赤川

栄

ン欠良B

0マイ・ライフ

（著）B ・ジョエ）レ・）レーピン

o 1 OOCollect,on 

0文学少女

0死の種子

（著）高見

（著）林

（著）軍田

恭子

真理子

0クレヨンしんちゃん

ゲ ームプック
（著）みやもとえつよし

0中学生の子を持つ

お母さんへお父さんへ
（著）伊藤友宣

昇

0ヤマギシズム学園の光と影
（編）ヤマギシを考える

全国ネットワーク

01非句の匡］陪刹生 （著）畢野

0名前のない死体
（著）口下

0平城山を越えた女
（著）内田

0 ノアのはこぷね
（著））レーシー

0食材図典 （著）秋庭

※ぜひ読んでください。

1‘真一

圭介

康夫

0 みんなのかお（写）さとうあきら

カスシズ

隆

県立図書や長い間図書を借りてい

る方は公民館へ返却してください。

おた ま

？互畠 民
上らり 負］
げま れまがと 役
す。すしう 員
ごたごの

導指ご 方ざ推進 の
はも いま に 選期改 み

協ヵとし -ア・ な
よ た。 協カしァ一3• でいり、 す。 さ

た

だき変わ 指導 ま
すまら し、 ヘ
れた
よま だ
うし 菱

結
婚
や
就
職
の
と
き
の
「
聞
ぎ
合

わ
せ
」
や
「
興
信
所
」
の
身
元
調
査
は
、

今
で
も
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。
身
元

調
査
の
内
容
は
、
「
個
人
の
人
柄
や

能
力
」
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、

そ
の
多
く
は
、
「
出
身
地
・
家
柄
・

家
族
の
仕
事
・
財
産
状
況
」
な
ど
、

本
人
の
資
質
に
関
係
な
い
こ
と
ま
で

に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
調
査
は
、

本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
第
三
者

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

身
元
調
査
は
、
そ
の
結
果
が
差
別
的

に
利
用
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
れ
自
体

が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で

す。
さ
ら
に
、
身
元
調
査
を
行
う
と
ぎ

の
目
的
や
動
機
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

結
婚
や
就
職
の
身
元
調
査
は
、
相
手

の
こ
と
を
知
り
た
い
と
言
う
だ
け
の

も
の
で
な
く
、
「
家
柄
」
や
「
同
和
地

区
出
身
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
い
う

本
人
の
資
質
と
関
係
の
な
い
こ
と
が

話
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の

調
査
結
果
が
差
別
行
動
へ
結
び
つ
ぎ
、

人
権
侵
害
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

差
別
意
識
に
も
と
づ
く
身
元
調
査

が
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
あ
り
、
最
高
裁
判
所
で
も
、
昭
和

五
十
年
四
月
、
結
婚
に
か
か
わ
る
興

信
所
の
身
元
調
査
事
件
で
は
、
「
憲

法
十
四
条
の
精
神
と
社
会
の
秩
序
に

反
す
る
も
の
で
あ
り
違
法
で
あ
る
。
」

と
判
決
を
下
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人

権
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
「
身
元
調

査
お
こ
と
わ
り
運
動
」
を
す
す
め
、

身
元
調
査
を
許
す
風
潮
を
改
め
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

平成7年度

身
元
調
査
お
こ
と
わ
り

一
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て
〔
四
十
五
回
〕
一

特 別 展

ロ：月 1日～5月31日
•ひな祭りと絵画展 一／~

ひなまつり • •••••ひな祭りの歴史とひな人形展
（ひな人形の移り変わり）

絵画展•••••土佐光起・早川雪州・岡田典正・
山岡鉄州・正岡子規

□門一月11日～12月10日•ふるさと展 ―ーロ
肱）1|に行われていた伝統行事

暦。並び朔• こと 8 日 ・初午・社日・春彼岸・
流しびな・やすらい花・梅若・花祭り・端午．

山開き・川開ぎ・半夏生・新箸・夏ごし・七タ・

魂祭・盆踊り・迎え火・送り灯・精霊舟・舟流・

土用・中元・八朔•月見・彼岸（秋） •おくんち・
13夜 9 神送り•お庚申・亥の子・ 10 日夜・夷講・
霜月祭り•あえの事・事備祭り・釜祭・酉の市・
冬至・大師講・歳暮・年の市・年忘れ・みたま

の飯・除夜・節分•お田植え祝•お日待等□1月3日～2月28日
●弘法大師と四国遍路•四国遍路の歴史展__J

その他常時4.000点の民俗資料を展示
しておりますので、ぜひご覧ください。
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~hiteeayについて
男性…「どんなものをプレゼントする

と喜んでもらえるかな？」

女性…「こんなものをプレゼントされると

うれしいなぁ。」
と思うものを

20代中心にアンケートをしました。
日頃、 一般的に「Valentineday」は広告、雑誌、いろ
んな所で、さわがせていますが、「Whiteday」はそうで
もありません。
そこで！「Whiteday」について取り上げてみました。

...青年団だより・・・

明日を見つめて～

→‘̀叫→9,eぶ‘：屯元

女性

［食べ物
（クッキー、

メ

心1位ケーキ ロ
:2位 2人で食事 !2 
!3位クッキー !3 

ハンカチ、花束． 々

y、f 現金、仕事 ． 【品物】 ' 
ふ

： 【品物】 攣 i言冒‘/＼
翌ヽ^ 愛、真心、小物 ' 

1 99：レースのパ000，ル、 2位服：｀ヽ`‘！！ 2位宝

:こ―/』... `-呼ーぷ ？こ／口・ン名3，，，ロ檜鳳マレ9→-̂' ＼、-----年-r；ゴ9•
この記事が皆さんのお目にかかる頃は「Whiteday」は終わっていますが、来年

からの参考にできたらよろしいかと思います。

アンケートに協力して頂いた方々、ありがとうございました。

男性の中に無意味？なものが
あったりもしましたが、ほと
んどのせています。

い
よ
い
よ
今
年
度
最
後
の

A
S
u
k

A
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
て
、

二
月
十
四
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
と
い
っ

て
も
、
千
葉
マ
リ
ン
ズ
の
監
督
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
女
性
軍
は
何
を
プ
レ
ゼ
ン

虹
編
集
あ
と
ば
な
し
紅
i

三

"，，，...Asu料，S_lv.Eachine
内装は、とにかくあまり趣味

がないので、ノーマルです。シー
トもバケットタイプなので十分。
ノーマルの足に、とりあえずタイヤとホイ

ルをかましてます。令思えば、 17インチは失
敗したな • ••。あとは、マフラーをちょこちょ

こっと、本当に。

ノーマルスカイラインです。
車なので、動かなくなるまで、

いきたい。

ト
し
た
か
な
？
三
月
十
四
巳
は
ホ
ワ
イ

ト
デ
ー
。
さ
あ
男
性
軍
は
指
輪
そ
れ
と

も

”愛

”何
を
お
く
る
の
か
な
。
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
し
て

―一
人
の
仲
を
保
っ
て
下

さ
い
。

O

来
年
度
も
A
S
U
K
A
を
よ
ろ
し
く
。

でも大好きな

大切に乗つて

NISSAN 
SKIし INE GTS-T 
TYPE MC H CR  -32) 
あまりにも有名すぎるGT-Rの影にかく
れた存在ですが、まあまあ速いですよ。燃費
がもっと良かったらいいケド、けっこう金食

い虫です。 byじじい



9。R。庸｝ ⑮し⑮曽 鯛暉 (22) 

4
 
月 の 行 事 予 定 表

゜
2
 ．
 
0

1

 

1

1

 

1

5

5

9

 

肱川町防災の日

行政相談

心配ごと相談

県議会議員選挙

町内各小学校（幼稚園）入学式

肱川中学校入学式

12 

19 

20 

23 

28 

中野幼稚園入園式

定例部落長会

農業委員会

町議会議員選挙

税金等出張受入れ

3 /26,.._._, 4 /30 しゃくなげまつり 4/6~4 運動

4月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

2 日 曽 （内根子町 1医4区）
院 44- 2801 

（日） 泉 （畠 科大 洲医 ） 
院 24- 6407 

9 日 芳（我内子外町科20区医） 院 44- 2560 

（日） 松（元大産洲婦市人中科村医） 院 24- 3067 

16日 堀 J 11 医 院 43- 0555 
（内子町 20区）

（日） 石川沙内I｛市科若宮医院 24- 3306 （大）

23日
‘玉―L→ 来 医 院 44- 2248 
（内子町 5 区）

（日） 小 川 整形医丸 院 23- 5596 （大洲市三の ） 

29日
小 JI I 医 院 44- 2815 
（内子町 9 区）

（土） 中塚内大科洲医院 24- 0606 （西）

30日
古 J 11 医 院 44- 2407 
（内子町 6 区）

（日） 城戸東眼科医院 24- 1010 （ 大洲）
※変更になる場合がありますので、 前もって連絡してからお
出かけください。

時

間

＿午
後
1
時

ー

1
時
30分

4
月
4
日（火）
一保
健
セ
ンタ
ー

▽
場

所

日

程

場

所

◎
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

▽
日

時

4
月

11
日
（
火
）

（
午
前

9
時
ま
で

保
健
セ

ソ
タ
ー

日。日

2へ月日41 へ月4 日6 2、月4日-0、~月4 日5 ― 今

日

-金‘木̀――/ ‘木‘水 程

内 大
場

子 冒
町

商 麦議工 所
会 所

◎
社
会
保
険
出
張
相
談

7, 3, 29 

v 

” 
山

岡

秋

義

さ

ん

(75
歳

嘉

城

岩

田

フ

ジ

エ

さ

ん

(66
歳

萩

野

尾

東

定

幸

さ

ん

(76
歳

敷

水

冨

永

辰

見

さ

ん

(76
歳

*

＊

*

＊

＊

|

*

 

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 
＊
お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

＊

＊

＊

＊

＊

 

救 急 病 院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火 市立大洲I病院 24- 2151 

水 加 戸 病 院 24- 5101 

木～日 大洲［中央病院 24- 4551 

◎
行
政
相
談

▽
日

時

4
月

5
日
（
水
）

午
後

1
時
30
分

ー

4
時
30
分

▽
場

所

肱

川

町

公

民

館

二
階
青
年
室

▽
相
談

員

福

田

保

委
員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー

ニ
五
0
八

◎
4
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

4
月

15
日
（
士
）

（
出
す
の
は

4
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山

・
八
重
栗

・
正
山
地
区

・
見

の
越

・
月
野
尾

・
京
造

・
鹿
野
川

・

中
野

・
岩
谷
・
予
子
林

◎
不
用
犬
回
収
日

時

間

＿午
後
1
時

ー

3
時
30
分

4
月
13
日
（木）
＿保
健
セ
ンタ
ー

日

程

場

所

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

時

間

＿午
後
1
時

30
分

ー

3
時

30
分

4
月
19
日（
水
）＿保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

4 4 

翡 月 相5 
談日 日

‘木̀―-/ 
水
日

桜後 玉 福

田藤 井 田
担
当
相

徳 談
員

香 忠 清保

◎
元
気
印
教
室

時

間

＿午
訓
9
時

301分

ー

11
時

30
分

4
月
5
日
（水）
＿保
健
セ
ンタ
ー

日

程

場

所

国

■こ
璽
函
璽

◎
心
配
ご
と
相
談

▽
時

間

午
後

1
時

30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽
場

所

◎
幼
児
教
室

時

間

＿午
後
1
時

ー

1
時
30
分

4
月
6
日
（木）＿保
健
セ
ンタ
ー

日

程

場

所

◎
B
C
G
予
防
接
種
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